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１　人間社会環境研究科（博士前期課程）について
　人間社会環境研究科は２００６年４月に発足しました。本研究科は，学際性・総合性を重視し，博

士前期課程において３専攻を設けるとともに，社会環境科学研究科（１９９３年発足）という博士課程

を統合して，文系の区分制総合大学院になりました。

　そして，２０１２年４月，博士前期課程は３専攻から５専攻に改組されます。その目的は，グロー

バル化，情報ネットワーク化，少子高齢化等の急速な進展に伴い，「人間」「社会」に関する既存の

専門分野（人文学，法学・政治学，経済学）並びに「環境」という概念で包括される学際的な分野（地

域創造学，国際学）の知見をふまえた総合的な研究・教育のニーズに応えようとするところにあり

ます。また改組を通じて，学士課程（人文学類，法学類，経済学類，地域創造学類，国際学類）と

の連携及び教育・研究の継続性を明確にするとともに，各専攻の内容をわかりやすくすることも

めざしています。

　人間社会環境研究科の３つの目標を述べましょう。第一に，専門的知識，方法，技術を修得し，

政策立案と問題解決能力を有した高度専門職業人の育成及び自国の発展と国際交流に寄与できる

人材の養成です。これは，社会が大学院教育に求める多様なニーズに対応しています。第二に，

「人間社会環境」に関する教育研究拠点の形成です。それは，北陸地方はもちろん，日本全国にお

ける先駆けとしての学際・総合型の人文・社会系研究を根付かせ，発展させることを意味します。そ

して第三は，教育研究を通じた地域及び国際貢献であり，社会人学生と留学生の受入の積極的な

推進などを通して，大学院レベルでの教育研究の成果を国内外の社会に還流させます。

　以下に，専攻及びコース・プログラムの編成と授与する学位を示しますが，わたくしたちの目

標は，既存の分野の学問を継承しつつ，現代的問題に的確に対処できる新たな知の営みを創造し

ていくことです。�
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金沢大学大学院人間社会環境研究科（博士前期課程）学生募集要項

専攻及びコース・プログラムの編成，授与する学位
博士前期課程

授与する学位
（修士）コース，プログラム名専　　攻

文　学
学　術

学際総合型プログラム
　認知科学
　比較環境倫理学
　ヨーロッパ・東アジア文化圏史
　比較文学
　ジェンダー学
　文化資源学

人文学専攻

専門深化型プログラム
・哲学，心理学，社会学，地理学
・日本史学，東洋史学，西洋史学，考古学
・日本語学日本文学，中国語学中国文学，英語学英米文学，
　ドイツ語学ドイツ文学，フランス語学フランス文学，言語学
・文化遺産学，比較文化学，文化人類学

法　学
政治学

基礎法学プログラム
公法学・社会法学プログラム
民事法学プログラム
政治学プログラム

法学・政治学
専攻

経済学
経営学
学　術

経済理論・政策コース
国際社会・経済コース
経営情報コース

経済学専攻



２　学生受入方針（アドミッション・ポリシー）
はじめに

　人間社会環境研究科（博士前期課程）は，「人間」「社会」「環境」という多分野横断的な領域で活躍

できる創造性豊かな人材の養成をめざします。したがって，研究科は，それぞれの学問分野にお

ける高い専門的能力を有するだけではなく，それを基礎に，学際性・総合性を生かした視点から

先端的な研究をさらに進めようとする学生を求めます。

　さまざまな経歴・志向を持った学生を受け入れるために，一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学

生特別選抜，英語による特別選抜，そして学内推薦特別選抜と，多様な選抜方法を実施します。また、

受験機会を増やすために，選抜方法によっては第１期と第２期に分けて２回の試験を行います。

　一般選抜では，大学卒業後に入学を希望する学生を主な対象として，将来的に研究者を志望す

る者，幅広く専門的知識を修得する者や専門的職業人をめざす者，等について十分な学力と資質

が備わっているか否かを判定します。社会人特別選抜では，大学卒業後，一定の年限を経過し，

社会人として様々な経験と知識を蓄積してきた人を対象に，一定の学力の有無や問題意識の明確

性等について判定します。そして，法学・政治学専攻，経済学専攻及び地域創造学専攻では，社

会人が職業上の経験に基づく研究課題に取り組み，在学期間１年で修了することを基本とする短期

在学型の志望者の選抜を行います。外国人留学生特別選抜では，様々な国からの留学希望者を対象

に，一定の日本語能力および専門的学力について判定します。学内推薦特別選抜は，人文学専攻，

法学・政治学専攻，そして国際学専攻において実施され，当該専攻に係わりの深い金沢大学の関係

学類の学生を対象にして，その成績優良者に筆記試験を免除するものです。英語による特別選抜は，

法学・政治学専攻及び国際学専攻においてのみ実施されるもので，英語により出題し英語により解

答する選抜方式です。この選抜方式は，外国人留学生のみならず日本人学生をも対象にします。

　人間社会環境研究科（博士前期課程）では，人文学専攻，法学・政治学専攻，経済学専攻、地域創造

学専攻そして国際学専攻の５専攻の下に多様なプログラムとコースが設けられており，入試は専攻単

位に実施されます。どのような教育目的・教育目標の下に，いかなる学生を受け入れようとしている

のかという点については，以下に専攻別のアドミッション・ポリシーを掲げますので，ご覧下さい。

【人文学専攻】

　人文系諸領域のうちの特定領域又は横断的新領域について，基礎知識と基礎学力を有し，かつ

関連する分野について知的好奇心と一定の読書量を有する学生を求めます。研究者を目指す学生

のみならず，民間企業，教員，公務員を目指す学生を歓迎します。

※本専攻では，学生の履修単位を“プログラム”と呼びます。プログラムには，領域横断的研究領域で

ある「学際・総合型」と従来型研究領域である「専門深化型」の二タイプがあります。「学際・総合型」は

６プログラム，「専門深化型」は１７プログラムによって構成されます。学生は入試時にこれら２３のプロ

グラムの中から１つを選択し，入試後はプログラムメニューを中心に履修します。“コース”は管理・

運営上の単位であり，学生の所属コースは指導教員の所属コースに従って自動的に決まります。
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授与する学位
（修士）コース，プログラム名専　　攻

地域創造学
学　術地域創造学コース地域創造学専攻

国際学
学　術

国際関係・地域研究コース
　国際関係学／米英地域研究／アジア地域研究／ヨーロッパ地域研究
日本語教育・日本文化研究コース
　日本語教育／日本語学／日本文化学

国際学専攻



【法学・政治学専攻】

　法学・政治学専攻は，基礎法学，公法学・社会法学，民事法学，政治学を研究する場です。こ

れらの学問分野の主たる特徴は，理論の探求はもちろんですが，その一方で理論と実務・現実の

相互関係も重視する点にあります。現実を忘れて理論のみを追い求めることと，理論を捨てて現

実に追従することは，ともに望ましくありません。このため本専攻は，これまでに確立された法学・

政治学の理論をより緻密なものとし，また新たな理論を打ち立てることへの努力を惜しまぬ一方で，

実社会の実状に対しても謙虚に耳を傾けることができる方々に志願していただくことを希望します。

　また，多様な背景をもった方々に法学・政治学研究の機会を提供するため，複数の選抜（入試）

方式を用意しています。一般選抜では基礎的な法学・政治学の知識（および外国語読解能力）を，

留学生選抜では基礎的な法学・政治学の知識と日本語の文章作成能力を確かめます。社会人選抜

ではこれまでの経歴を考慮します。さらに，すべての選抜方式で口述試験を実施し，コミュニケー

ション能力，論理的な思考力や，社会全般に関する問題関心の有無等を確認します。

※本専攻ではコースを設けていません。「プログラム」は，博士前期課程修了のために必要な授業

科目・単位数を定めるものです。志願者は，希望する指導教員が担当する科目が，どのプログラ

ムの選択必修枠に含まれているかを「授業科目及び担当教員」で確認し，入学志願票の「志願コース

プログラム名」欄に，そのプログラム名を記入してください。

【経済学専攻】

　経済学専攻は，地域社会や国際社会がかかえる諸問題に対し，強い問題意識を持つ人々のうち，

特に経済学や経営学を中心とする領域に関心を持つ人々を求めます。本専攻は，主として経済理

論や経済政策に関する問題を扱う＜経済理論・政策コース＞，主として国際的な社会問題や経済

問題を扱う＜国際社会・経済コース＞，主として経営学・会計学・情報科学等に関する問題を扱

う＜経営情報コース＞という３つのコースを設けていますが，いずれのコースにおいても，それ

ぞれの領域に関する基礎知識と基礎的分析能力を備え，理論的実証的研究能力の向上を目指す日

本人学生や留学生，教員等の専門的職業人とともに，社会人としての経験に即した課題に対し経

済学や経営学の知見を応用することで解決策を探ろうとする専門的職業人や実務家も大いに歓迎

します。なお，コース配属は，入学後，指導教員と相談のうえ，決定します。

【地域創造学専攻】

　地域創造学専攻は，地域の特性に応じて個別的な解決を導くことができる「高度な地域創造力」

を備えた専門職業人の養成を目標としています。「地域創造力」とは，①地域を感じ探求する力，

②地域をマネジメントする力，③地域を持続発展させる力と定義しています。地域に暮らす人の

生活の向上と社会の発展を実現させるためには，第一に地域の諸問題に強い関心を持ち，それを

地域課題として捉えることが必要です。第二に人と社会と環境及びそれらを取り巻く諸問題を理

解する専門的知識を有していること，また，住民の立場と社会の立場から多面的に思考できるこ

とが求められます。さらには，地域課題解決に必要な調査や分析手法を習得していることが必要

です。加えて第三に，地域を持続発展的に創造するためには，何よりも地域に生活する人々の話

に耳を傾け，十分な意見交換をしつつ合意を形成し，関係する諸団体・組織等と調整を図りなが

ら協働的に取り組んでいくためのコミュニケーション能力が必要です。

　本専攻が養成を目指す「高度な地域創造力」を備えた専門職業人とは，組織の一員として地域課題解

決に取り組むことができるばかりでなく，リーダーシップ発揮によって組織を牽引し，地域住民の実

─３─



情と意見に深く耳を傾け，また，関係諸組織・団体等と積極的に連携・協働して，想定外を含めた新

たな地域課題の把握と解決に取り組み，地域の持続発展的な創造に寄与できる力量を持った人です。

　学士課程教育で培った基礎的な地域創造力を伸ばし，地域社会の多様な諸問題に対応できる力

を修得する意欲を持った学生の方を受け入れます。また，職場や地域社会で感じている各種の地

域課題を客観的・学術的に捉え直し，専門的・学際的な知見から問題解決に役立つ知識と方法の

修得を目指す社会人，日本における地域課題とその解決について学び，母国の地域創造のリーダー

として働く意欲を持った外国人留学生の方を受け入れます。

【国際学専攻】

　いずれのコースにおいても，国際社会の諸問題や異文化への強い関心と，実践的な外国語の運

用能力を有する人を求めています。

　国際関係・地域研究コースでは，外国語コミュニケーション能力をいっそう高めながら，グロー

バルな視野から人間と社会についての普遍的な真実を探究するとともに，激変する複雑な社会状

況の下で諸国民が直面する多様な問題の解決策を考察するカリキュラムにより，国際関係業務に

おいて貢献しうる人材を養成する教育を行います。したがって，国際政治経済，比較政治，各地域

の文化等の専門知識を有する人を求めています。本コースでは英語による授業を中心に履修を希望

する学生のために英語プログラム＜���������	��
���
�������	����＞を用意し，入試も英語で行います。

　日本語教育・日本文化研究コースでは，英語を中心とした外国語コミュニケーション能力をいっ

そう高めるとともに，すでに身に付けた日本語，日本語教育，日本文化等に関する知識と教授能

力をより高度化するカリキュラムにより，高度職業人として外国人のための日本語教育に貢献し

うる人材を養成する教育を行います。したがって，日本語による豊かなコミュニケーション能力

を有し（外国人留学生においては日本語能力試験Ｎ１�旧１級�合格レベルを原則），日本語，日本

文化およびその教授法に関する基本的知識を備えている人を求めています。日本語教師経験を有

する社会人や外国人留学生も積極的に受け入れます。

３　募集人員

─４─

計第２期募集第１期募集専　攻　名

２３名１０名１３名人 文 学 専 攻

 ８名 ３名 ５名法学・政治学専攻

 ８名 ４名 ４名経 済 学 専 攻

 ８名 ４名 ４名地 域 創 造 学 専 攻

 ８名 ３名 ５名国 際 学 専 攻

５５名２４名３１名　 合　 　 計　

【注】１　募集人員には，「一般選抜」，「社会人特別選抜」，「外国人留学生特別選抜」の他，別

に実施される「英語による特別選抜」，「学内推薦特別選抜」の募集人員（それぞれ若干

名）を含みます。

　　２　法学・政治学専攻，経済学専攻，地域創造学専攻の募集人員には，別に実施される

短期（１年）在学型選抜の募集人員（若干名）を含みます。



４　出願期間

５　試験日時
拭　第１期募集

─５─

備　　　考期　　　　　　　間 区　分

毎日９時から１７時まで
ただし，土曜日，日曜日及び
祝日を除きます。

２０１１年（平成２３年）９月１５日斥 ～ ９月２２日斥 第１期募集

２０１２年（平成２４年）１月１８日戚 ～ １月２５日戚 第２期募集

【注】 郵送による場合も期限内に必着とします。

人文学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１０：３０ ～ １２：００
２０１１年（平成２３年）１０月２２日析　

外国語科目
筆記試験

１３：３０ ～ １６：３０専 門 科 目

１０：００ ～ 　　　２０１１年（平成２３年）１０月２３日隻＊口　述　試　験

＊一部の口述試験は２０１１年（平成２３年）１０月２４日席に行うことがあります。この場合は志願者に事前に
連絡します。

法学・政治学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

　１３：３０ ～ １６：３０＊＊２０１１年（平成２３年）１０月２２日析
外国語科目

筆記試験
専 門 科 目

１０：００ ～ 　　　　２０１１年（平成２３年）１０月２３日隻口　述　試　験

＊＊外国人留学生特別選抜の筆記試験は同日１３：３０～１５：３０

経済学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１０：３０ ～ １２：００
２０１１年（平成２３年）１０月２２日析

外国語科目
筆記試験

１３：３０ ～ １５：３０専 門 科 目

１０：００ ～ 　　　２０１１年（平成２３年）１０月２３日隻口　述　試　験

地域創造学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１３：３０ ～ １５：３０２０１１年（平成２３年）１０月２２日析専 門 科 目筆記試験

１０：００ ～ 　　　２０１１年（平成２３年）１０月２３日隻口　述　試　験

国際学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１０：３０ ～ １２：００
２０１１年（平成２３年）１０月２２日析

外国語科目
筆記試験

１３：３０ ～ １６：３０専 門 科 目

１０：００ ～ 　　　２０１１年（平成２３年）１０月２３日隻口　述　試　験



植　第２期募集

６　試 験 場
　金沢大学大学院人間社会環境研究科（金沢市角間町）

�（裏表紙の入学試験場案内略図を参照してください。）

�

─６─

人文学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１０：００ ～ １１：３０
２０１２年（平成２４年）２月１３日席

外国語科目＊
筆記試験

１３：００ ～ １６：００専 門 科 目　

１０：００ ～ 　　　２０１２年（平成２４年）２月１４日惜口　述　試　験

＊外国語科目は学際総合型プログラムのみ�該当する。

法学・政治学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

　１３：００ ～ １６：００＊＊２０１２年（平成２４年）２月１３日席
外国語科目

筆記試験
専 門 科 目

１０：００ ～ 　　　　２０１２年（平成２４年）２月１４日惜口　述　試　験

＊＊外国人留学生特別選抜の筆記試験は同日１３：００～１５：００

経済学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１３：００ ～ １５：００２０１２年（平成２４年）２月１３日席専 門 科 目筆記試験

１０：００ ～ 　　　２０１２年（平成２４年）２月１４日惜口　述　試　験

地域創造学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１３：００ ～ １５：００２０１２年（平成２４年）２月１３日席専 門 科 目筆記試験

１０：００ ～ 　　　２０１２年（平成２４年）２月１４日惜口　述　試　験

国際学専攻

時　　　間年　　　月　　　日試　験　科　目

１０：００ ～ １１：３０
２０１２年（平成２４年）２月１３日席

外国語科目
筆記試験

１３：００ ～ １６：００専 門 科 目

１０：００ ～ 　　　２０１２年（平成２４年）２月１４日惜口　述　試　験



７　一般選抜
拭　出 願 資 格

　　次の各号のいずれかに該当する者

①　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者及び２０１２年（平成２４年）

３月３１日までに卒業見込みの者

②　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者及び２０１２年（平成２４年）

３月３１日までに授与される見込みの者

③　外国において学校教育における１６年の課程を修了した者及び２０１２年（平成２４年）３月３１日ま

でに修了見込みの者

④　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１６年の課程を修了した者及び２０１２年（平成２４年）３月３１日までに修了見

込みの者

⑤　我が国において，外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した

者及び２０１２年（平成２４年）３月３１日までに修了見込みの者

⑥　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者

⑦　文部科学大臣の指定した者

⑧　学校教育法第１０２条第２項の規定により他の大学の大学院に入学した者であって，本研究科

において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

⑨　２０１２年（平成２４年）３月３１日までに学校教育法第８３条に定める大学に３年以上在学した者，

外国において学校教育における１５年の課程を修了した者，外国の学校が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１５年の課程を

修了した者，又は我が国において，外国の大学における１５年の課程を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定す

るものの当該課程を修了した者であって，本研究科において，所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したと認めたもの

⑩　本研究科において，個別の入学資格審査により，出願資格①に定める者と同等以上の学力

があると認めた者で，２０１２年（平成２４年）３月３１日までに２２歳に達するもの

　（出願資格事前審査）

　上記の出願資格⑧・⑨・⑩により出願しようとする者は，出願前に個別に出願資格審査を行

いますので，第１期募集については２０１１年（平成２３年）９月９日昔までに，第２期募集について

は２０１１年（平成２３年）１２月２日昔までに，次の書類を金沢大学角間北地区事務部学生課学務係へ

提出してください。

　なお，郵送の場合は封筒の表に「人間社会環境研究科（博士前期課程）出願資格事前審査申請書

在中」と朱書きしてください。

ア　出願資格事前審査申請書（本研究科所定用紙）

イ　最終学校の卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込証明書

ウ　最終学校の成績証明書

エ　最終学校の教育課程表及びシラバス又はこれに相当するものの写し

オ　志望理由書（様式随意，８００字程度）

カ　研究業績調書（本研究科所定用紙）

─７─



キ　実務経験や研究活動の内容を表す書面（様式随意，著書・論文・推薦書等）

ク　返信用封筒（定形の封筒に受信場所・氏名を明記し，７７０円分（書留速達）の切手を貼付し

てください。）

【注】１　審査結果は，第１期募集については２０１１年（平成２３年）９月中旬に，第２期募集につ

いては２０１１年（平成２３年）１２月中に通知します。提出された書類は返却しません。

　　　２　外国の学校及び機関等の証明書等には，その和訳及び説明書を添付してください。

植　出 願 手 続

①　入学志願者は，次ページに掲載されている書類を一括して提出してください。

②　出願書類を郵送するときは，「書留便」とし，封筒の表に「人間社会環境研究科（博士前期課

程）入学願書在中」と朱書きしてください。

③　出願書類提出先

　　　〒９２０�１１９２　金沢市角間町

　　　金沢大学角間北地区事務部学生課学務係

④　出願書類に不備がある場合は受理しません。 

─８─



 

─９─

一 般 選 抜

摘　　　　　　　　　要提　出　書　類

　本研究科所定の用紙に必要事項を記入してください。
　なお，確認用チェックボックス用紙もあわせて記載の上，提出して
ください。

入 学 志 願 票１

　本研究科所定の用紙に必要事項を記入し，同一の写真２枚（出願前３
か月以内に，上半身，脱帽，正面向き，無背景で撮影したもの，縦４
㎝　 ×横３㎝　 ）をそれぞれ所定の欄に貼付してください。

受験票・写真票２

　本研究科への出願資格を満たす大学の卒業（見込）証明書を提出して
ください。
　外国の大学の場合は，大学が発行する英語による卒業（見込）証明書
を提出してください。
　大学評価・学位授与機構で出願資格を得る者は，学位授与証明書（学位
授与申請受理証明書）等学位取得に係る証明書すべてを提出してください。

卒業（見込）証明書３

　本研究科への出願資格を満たす大学の成績証明書を提出してください。
　外国の大学の場合は，大学が発行する英語による成績証明書を提出
してください。
　大学に編入学した者は，短期大学又は高等専門学校等の成績証明書
もあわせて提出してください。
　法学・政治学専攻（政治学プログラムを除く）の志願者は，日弁連法
務研究財団主催の法学既修者試験の成績証明書または法学検定試験２
級の成績通知書のコピーを提出できます（提出は任意です。口述試験で
参考にします）。

成 績 証 明 書４

　本研究科所定の用紙に，入学後の研究テーマ，これまでの研究分野，
志望の動機，今後の研究計画について，具体的に作成してください。

研 究 計 画 書５

　入学検定料３０�０００円を銀行振込「電信扱」で納入してください。
　本要項に添付の振込依頼書に必要事項を記入の上，「電信扱」を取り
扱う銀行，信用金庫，信用組合，農協，漁協等の金融機関（ゆうちょ銀
行・郵便局を除く）の窓口で納入してください。
　振込手数料は，志願者負担となります。（本学指定金融機関である「北
陸銀行本支店」からの振り込みに限り振込手数料は不要です。）
　納入後，「振込金証明書」に銀行領収印が押してあることを確認して
ください。領収書は大切に保管してください。
　���（現金自動預支払機），携帯電話，パソコン等からは振り込まな
いでください。
　出願書類受理後は，どのような事情があっても入学検定料の返還は
しませんので，注意してください。

入学検定料振込金
証 明 書

６

　本研究科所定の用紙に受信場所，氏名を記入し，郵便切手３５０円（速
達）を貼付してください。

住 所 票７

＊次の専攻の志願者のみ提出してください。
・人文学専攻及び経済学専攻の第２期募集の志願者
・国際学専攻の第１期募集の既卒志願者と第２期募集の志願者

　卒業論文（写しでも可）又はそれに代わる研究論文もしくはレポート
（２�０００字以上�，ただし欧文の場合は５００語以上）を１部提出してくださ
い。（入学後の研究テーマに即した専門知識，研究能力の有無が判断で
きるものが望ましい）
＊経済学専攻及び国際学専攻では字数制限はありません。

卒 業 論 文８

日本に在留している外国人は登録原票記載事項証明書及びパスポート
の氏名部分の写しを，日本に在留していない外国人はパスポートの氏
名部分の写しのみを提出してください。

登録原票記載事項
証 明 書 及 び
パスポートの写し

９



８　社会人特別選抜
拭　出 願 資 格

　２０１２年（平成２４年）３月３１日までに通算３年以上の社会経験を有する者で，次の各号のいずれ

かに該当するもの

①　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者

②　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

③　外国において学校教育における１６年の課程を修了した者

④　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１６年の課程を修了した者

⑤　我が国において，外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

⑥　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者

⑦　文部科学大臣の指定した者

⑧　本研究科において，個別の入学資格審査により，出願資格①に定める者と同等以上の学力

があると認めた者で，２０１２年（平成２４年）３月３１日までに２２歳に達するもの

　（出願資格事前審査）

　上記の出願資格⑧により出願しようとする者は，出願前に個別に出願資格審査を行いますの

で，第１期募集については２０１１年（平成２３年）９月９日昔までに，第２期募集については２０１１年

（平成２３年）１２月２日昔までに，次の書類を金沢大学角間北地区事務部学生課学務係へ提出して

ください。

　なお，郵送の場合は封筒の表に「人間社会環境研究科（博士前期課程）出願資格事前審査申請書

在中」と朱書きしてください。

ア　出願資格事前審査申請書（本研究科所定用紙）

イ　最終学校の卒業（修了）証明書

ウ　最終学校の成績証明書

エ　最終学校の教育課程表及びシラバス又はこれに相当するものの写し

オ　志望理由書（様式随意，８００字程度）

カ　研究業績調書（本研究科所定用紙）

キ　実務経験や研究活動の内容を表す書面（様式随意，著書・論文・推薦書等）

ク　返信用封筒（定形の封筒に受信場所・氏名を明記し，７７０円分（書留速達）の切手を貼付し

てください。）

【注】１　審査結果は，第１期募集については２０１１年（平成２３年）９月中旬に，第２期募集につ

いては２０１１年（平成２３年）１２月中に通知します。提出された書類は返却しません。

　　　２　外国の学校及び機関等の証明書等には，その和訳及び説明書を添付してください。�
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植　出 願 手 続

①　入学志願者は，次ページに掲載されている書類を一括して提出してください。

②　出願書類を郵送するときは，「書留便」とし，封筒の表に「人間社会環境研究科（博士前期課

程）入学願書在中」と朱書きしてください。

③　出願書類提出先

　　　〒９２０�１１９２　金沢市角間町

　　　　　金沢大学角間北地区事務部学生課学務係

　④　出願書類に不備がある場合は受理しません。

【注】法学・政治学専攻，経済学専攻，地域創造学専攻の短期（１年）在学型選抜については，本

要項とは別に学生募集要項を作成しています。必要な方は２９ページの注意事項⑤を参照の

上，入手してください。（封筒の表に「人間社会環境研究科○○○専攻短期（１年）在学型選

抜募集要項請求」と明記してください。）�
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社会人特別選抜

摘　　　　　　　　　要提　出　書　類

　本研究科所定の用紙に必要事項を記入してください。
　なお，確認用チェックボックス用紙もあわせて記載の上，提出して
ください。

入 学 志 願 票１

　本研究科所定の用紙に必要事項を記入し，同一の写真２枚（出願前３
か月以内に，上半身，脱帽，正面向き，無背景で撮影したもの，縦４
㎝　 ×横３㎝　 ）をそれぞれ所定の欄に貼付してください。

受験票・写真票２

　本研究科への出願資格を満たす大学の卒業証明書を提出してください。
　外国の大学の場合は，大学が発行する英語による卒業証明書を提出
してください。
　大学評価・学位授与機構で出願資格を得る者は，学位授与証明書（学位
授与申請受理証明書）等学位取得に係る証明書すべてを提出してください。

卒 業 証 明 書３

　本研究科への出願資格を満たす大学の成績証明書を提出してください。
　外国の大学の場合は，大学が発行する英語による成績証明書を提出
してください。
　大学に編入学した者は，短期大学又は高等専門学校等の成績証明書
もあわせて提出してください。

成 績 証 明 書４

　本研究科所定の用紙に，入学後の研究テーマ，これまでの研究分野，
志望の動機，今後の研究計画について，具体的に作成してください。

研 究 計 画 書５

　入学検定料３０�０００円を銀行振込「電信扱」で納入してください。
　本要項に添付の振込依頼書に必要事項を記入の上，「電信扱」を取り
扱う銀行，信用金庫，信用組合，農協，漁協等の金融機関（ゆうちょ銀
行・郵便局を除く）の窓口で納入してください。
　振込手数料は，志願者負担となります。（本学指定金融機関である「北
陸銀行本支店」からの振り込みに限り振込手数料は不要です。）
　納入後，「振込金証明書」に銀行領収印が押してあることを確認して
ください。領収書は大切に保管してください。
　���（現金自動預支払機），携帯電話，パソコン等からは振り込まな
いでください。
　出願書類受理後は，どのような事情があっても入学検定料の返還は
しませんので，注意してください。

入学検定料振込金
証 明 書

６

　本研究科所定の用紙に受信場所，氏名を記入し，郵便切手３５０円（速
達）を貼付してください。

住 所 票７

＊経済学専攻の志願者のみ提出してください。
　４�０００字程度，Ａ４版，様式随意
　研究しようとする分野・テーマについてこれまでどんなことを学習
してきたのか，また入学後どのような研究を計画しており，それに関
連する先行研究等にどの程度アプローチしてきたのかを日本語で明確
に記入してください。
　この他に，参考資料として，これまでの研究業績等（公表，未公表を
問わない）の提出を認めます。

研究経過・実績
報 告 書

８

＊国際学専攻の第１期募集の既卒志願者と第２期募集の志願者のみ提
出してください
　卒業論文（写しでも可）又はそれに代わる研究論文もしくはレポート
を１部提出してください。（入学後の研究テーマに即した専門知識，研
究能力の有無が判断できるものが望ましい）
　＊特に字数制限はありません。

卒 業 論 文９

　日本に在留している外国人は登録原票記載事項証明書及びパスポー
トの氏名部分の写しを，日本に在留していない外国人はパスポートの
氏名部分の写しのみを提出してください。
　出願書類には，この証明書記載の氏名を使用してください。

登録原票記載事項
証 明 書 及 び
パスポートの写し
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９　外国人留学生特別選抜
拭　出 願 資 格

　　日本の国籍を有しない者で，次の各号のいずれかに該当する者

①　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者及び２０１２年（平成２４年）

３月３１日までに卒業見込みの者

②　学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者及び２０１２年（平成２４年）

３月３１日までに授与される見込みの者

③　外国において学校教育における１６年の課程を修了した者及び２０１２年（平成２４年）３月３１日ま

でに修了見込みの者

④　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１６年の課程を修了した者及び２０１２年（平成２４年）３月３１日までに修了見

込みの者

⑤　我が国において，外国の大学の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した

者及び２０１２年（平成２４年）３月３１日までに修了見込みの者

⑥　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準

を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に

修了した者

⑦　文部科学大臣の指定した者

⑧���学校教育法第１０２条第２項の規定により他の大学の大学院に入学した者であって，本研究科

において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

⑨�　２０１２年（平成２４年）３月３１日までに学校教育法第８３条に定める大学に３年以上在学した者，

外国において学校教育における１５年の課程を修了した者，外国の学校が行う通信教育におけ

る授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における１５年の課程を

修了した者，又は我が国において，外国の大学における１５年の課程を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定す

るものの当該課程を修了した者であって，本研究科において，所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したと認めたもの

⑩　本研究科において，個別の入学資格審査により，出願資格①に定める者と同等以上の学力

があると認めた者で，２０１２年（平成２４年）３月３１日までに２２歳に達するもの

　（出願資格事前審査）

　上記の出願資格⑧・⑨・⑩により出願しようとする者は，出願前に個別に出願資格審査を行

いますので，第１期募集については２０１１年（平成２３年）９月９日昔までに，第２期募集について

は２０１１年（平成２３年）１２月２日昔までに，次の書類を金沢大学角間北地区事務部学生課学務係へ

提出してください。

　なお，郵送の場合は封筒の表に「人間社会環境研究科（博士前期課程）出願資格事前審査申請書

在中」と朱書きしてください。

ア　出願資格事前審査申請書（本研究科所定用紙）

イ　最終学校の卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込証明書

ウ　最終学校の成績証明書

エ　最終学校の教育課程表及びシラバス又はこれに相当するものの写し

オ　志望理由書（様式随意，日本語で８００字程度）

カ　研究業績調書（本研究科所定用紙）
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キ　実務経験や研究活動の内容を表す書面（様式随意，著書・論文・推薦書等）

ク　返信用封筒（定形の封筒に受信場所・氏名を明記し，７７０円分（書留速達）の切手を貼付し

てください。）

【注】１　審査結果は，第１期募集については２０１１年（平成２３年）９月中旬に，第２期募集につ

いては２０１１年（平成２３年）１２月中に通知します。提出された書類は返却しません。

　　　２　外国の学校及び機関等の証明書等には，その和訳及び説明書を添付してください。

植　出 願 手 続

①　入学志願者は，次ページに掲載されている書類を一括して提出してください。

②　出願書類を郵送するときは，「書留便」とし，封筒の表に「人間社会環境研究科（博士前期課

程）入学願書在中」と朱書きしてください。

③　出願書類提出先

　　　〒９２０�１１９２　金沢市角間町

　　　金沢大学角間北地区事務部学生課学務係

④　出願書類に不備がある場合は受理しません。�
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外国人留学生特別選抜

摘　　　　　　　　　要提　出　書　類

　本研究科所定の用紙に必要事項を日本語で記入してください。
　なお，確認用チェックボックス用紙もあわせて記載の上，提出して
ください。

入 学 志 願 票１

　本研究科所定の用紙に日本語で必要事項を記入し，同一の写真２枚
（出願前３か月以内に，上半身，脱帽，正面向き，無背景で撮影したも
の，縦４㎝×横３㎝）をそれぞれ所定の欄に貼付してください。

受験票・写真票２

　本研究科への出願資格を満たす大学の卒業（見込）証明書を提出して
ください。
　外国の大学の場合は，大学が発行する英語による卒業（見込）証明書
を提出してください。
　大学評価・学位授与機構で出願資格を得る者は，学位授与証明書（学位
授与申請受理証明書）等学位取得に係る証明書すべてを提出してください。

卒業（見込）証明書３

　本研究科への出願資格を満たす大学の成績証明書を提出してください。
　外国の大学の場合は，大学が発行する英語による成績証明書を提出
してください。
　大学に編入学した者は，短期大学又は高等専門学校等の成績証明書
もあわせて提出してください。

成 績 証 明 書４

　本研究科所定の用紙に，入学後の研究テーマ，これまでの研究分野，志
望の動機，今後の研究計画について，日本語で具体的に作成してください。

研 究 計 画 書５

　入学検定料３０�０００円を銀行振込「電信扱」で納入してください。
　本要項に添付の振込依頼書に必要事項を記入の上，「電信扱」を取り
扱う銀行，信用金庫，信用組合，農協，漁協等の金融機関（ゆうちょ銀
行・郵便局を除く）の窓口で納入してください。
　振込手数料は，志願者負担となります。（本学指定金融機関である「北
陸銀行本支店」からの振り込みに限り振込手数料は不要です。）
　納入後，「振込金証明書」に銀行領収印が押してあることを確認して
ください。領収書は大切に保管してください。
　���（現金自動預支払機），携帯電話，パソコン等からは振り込まな
いでください。
　出願書類受理後は，どのような事情があっても入学検定料の返還は
しませんので，注意してください。
　なお，国費外国人留学生は，入学検定料を納入する必要はありません。

入学検定料振込金
証 明 書

６

　本研究科所定の用紙に日本語で受信場所，氏名を記入し，郵便切手
３５０円（速達）を貼付してください。

住 所 票７

＊国際学専攻の第１期募集の既卒志願者と第２期募集の志願者のみ提
出してください
　卒業論文（写しでも可）又はそれに代わる研究論文もしくはレポート
を１部提出してください。（入学後の研究テーマに即した専門知識，研
究能力の有無が判断できるものが望ましい）
　＊特に字数制限はありません。

卒 業 論 文８

　日本に在留している外国人は登録原票記載事項証明書及びパスポー
トの氏名部分の写しを，日本に在留していない外国人はパスポートの
氏名部分の写しのみを提出してください。
　出願書類には，この証明書記載の氏名を使用してください。

登録原票記載事項
証 明 書 及 び
パスポートの写し

９

　本人名義の預金残高証明書（��ドル又は日本円）又は奨学金支給証
明書（財団，政府，民間企業等）等を提出してください。本人以外が学
費を支払う場合は，学費支払者による自筆の学費支払証明書及び預金
残高証明書を提出してください。日本語及び英語以外の言語による場
合は，日本語又は英語の訳文を添付してください。

修 業 年 限 中 の
学費等の支払を
保証する証明書
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１０　選抜方法
　入学者の選抜は，筆記試験，口述試験，研究計画書及び出身大学の成績等を総合して行います。

　専攻ごとの選抜方法は以下のとおりです。

人文学専攻

◆学際総合型プログラム

　

�
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人）《一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

プログラム名
専門科目外国語科目

提出した研究計画書及び受
験した専門科目を中心に行
います。

別表１－①から入学後
専攻しようとする１科
目を選択

認 知 科 学
比 較 環 境 倫 理 学
ヨ ー ロ ッ パ ・
東アジア文化圏史

英語，ドイツ語，フラ
ンス語，中国語のうち
１科目選択

比 較 文 学

ジ ェ ン ダ ー 学
文 化 資 源 学

別表１－①
備　　　　　考専門科目

共通問題と選択問題によって構成されます。英語の文献読解能力
に関する問題を含むことがあります。共通問題は，認知科学に関
する概論的な問題で，全受験者必須です。選択問題は，「認知心理
学」「認知哲学」「認知言語学」の各分野各１題，計３題の中から２題
を選択します。

認知科学

共通問題と選択問題によって構成されます。共通問題は、「比較思
想に関する概説的小論文問題」及び「比較思想に関する英文読解
（辞書等を貸与する場合があります）」です。いずれも必須です。選
択問題は「西洋思想」及び「日本思想」の各分野（各１題出題）から１
題選択をします。

比較環境倫理学

選択問題によって構成されます。「日本史学」「東洋史学」「西洋史
学」の各分野のうち、２分野の問題（史料や外国語文献の読解を含
むことがあります）から２題を選択します。

ヨーロッパ・東アジア文化圏史

共通問題と選択問題によって構成されます。共通問題は比較文学
に関する概説的な小論文問題で，全受験生必須です。選択問題は，
「日本語学日本文学」，「英語学英米文学」，「中国語学中国文学」，
「フランス語学フランス文学」，「ドイツ語学ドイツ文学」の各分野
各１題，計５題の中から２題を選択します。

比較文学

共通問題と選択問題によって構成されます。共通問題はジェン
ダー学に関する概説的な問題で，全受験生必須です。英語で出題
し，日本語で解答します。選択問題は，「文学・文化学的アプロー
チ」と「社会科学的アプローチ」から各１題，計２題から１題を選択
します。

ジェンダー学

選択問題によって構成されます。「文化遺産学」，「比較文化学」，
「文化人類学」の各分野各２題，計６題の中から３題を選択します。文化資源学



◆専門深化型プログラム

�
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人）《一般選抜》【第１期募集】

口述試験
筆　　記　　試　　験

プログラム名
専門科目外国語科目

提出された研究計画書及び
受験した専門科目を中心に
行います。

別表１－②から入学後
専攻しようとする１科
目を選択

哲 学
心 理 学
社 会 学
地 理 学
日 本 史 学
東 洋 史 学
西 洋 史 学
考 古 学

英語，ドイツ語，フラ
ンス語，中国語のうち
１科目選択

日 本 語 学
日 本 文 学

英語，ドイツ語，フラン
ス語のうち１科目選択

中 国 語 学
中 国 文 学

ドイツ語，フランス語
のうち１科目選択

英 語 学
英 米 文 学

英語，フランス語のう
ち１科目選択

ド イ ツ 語 学
ド イ ツ 文 学

英語，ドイツ語，中国
語のうち１科目選択

フ ラ ン ス 語 学
フ ラ ン ス 文 学

英語言 語 学
文 化 遺 産 学
比 較 文 化 学
文 化 人 類 学

別表１－②
備　　　　　考専門科目

英語文献および外国語文献（英語，ドイツ語，フランス語から１か国語
を選択）の読解問題を含みます。辞書類を貸与する場合があります。

哲　学

英語文献読解問題を含みます。心理学
英語文献読解問題を含みます。社会学

英語文献読解問題を含みます。
辞書類を貸与する場合があります。

地理学

英語文献読解問題を出題することがあります。
関係史料の読解を含みます。

日本史学

研究を進める上で必要となる外国語文献及び関係史料の読解問題
を含みます。

東洋史学
西洋史学

英語文献読解問題を含みます。考古学

「日本古典文学」，「日本近代文学」，「日本語学」の３分野より２分
野の問題を選択させます。

日本語学日本文学

中国語学中国文学
英語学英米文学
ドイツ語学ドイツ文学
フランス語学フランス文学

ドイツ語またはフランス語（１言語選択）の文献読解を含みます。
独和辞典，仏和辞典を貸与します。

言語学

英語文献読解問題を含みます。文化遺産学
英語文献読解問題を含みます。比較文化学
英語文献読解問題を含みます。文化人類学
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仁）《一般選抜》【第２期募集】

口述試験
筆　　記　　試　　験

プログラム名
専門科目外国語科目

①　提出された卒業論文又
はそれに代わる研究論文
若しくはレポート
②　提出された研究計画書
③　受験した専門科目

以上を中心に行います。

別表１－③から入学後
専攻しようとする１科
目を選択

哲 学
心 理 学
社 会 学
地 理 学
日 本 史 学
東 洋 史 学
西 洋 史 学
考 古 学
日 本 語 学
日 本 文 学
中 国 語 学
中 国 文 学
英 語 学
英 米 文 学
ド イ ツ 語 学
ド イ ツ 文 学
フ ラ ン ス 語 学
フ ラ ン ス 文 学
言 語 学
文 化 遺 産 学
比 較 文 化 学
文 化 人 類 学

別表１－③
備　　　　　考専門科目

英語文献および外国語文献（英語，ドイツ語，フランス語から１か
国語を選択）の読解問題を含みます。辞書類を貸与する場合があり
ます。

哲学

英語の文献読解力に関する問題を含みます。心理学
英語の文献読解力に関する問題を含みます。社会学

英語の文献読解力に関する問題を含みます。
辞書類を貸与する場合があります。

地理学

関係史料の読解を含みます。日本史学

研究を進める上で必要となる外国語文献及び関係史料の読解問題
を含みます。

東洋史学
西洋史学

英語の文献読解力に関する問題を含みます。考古学

「日本古典文学」，「日本近代文学」，「日本語学」の３分野より２分
野の問題を選択させます。

日本語学日本文学

中国語学中国文学
英語学英米文学

英語の文献読解力に関する問題を含みます。ドイツ語学ドイツ文学
フランス語学フランス文学

英語の文献読解およびドイツ語，フランス語のうち１言語の文献
読解を含みます。独和辞典，仏和辞典を貸与します。

言語学

英語文献読解問題を含みます。文化遺産学
英語文献読解問題を含みます。比較文化学
英語文献読解問題を含みます。文化人類学
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刃）《社会人特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

プログラム名
専門科目外国語科目

提出された研究計画書及び
受験した専門科目を中心に
行います。

別表１－④から入学後
専攻しようとする１科
目を選択

哲 学
心 理 学
社 会 学
地 理 学
日 本 史 学
東 洋 史 学
西 洋 史 学
考 古 学
日 本 語 学
日 本 文 学
中 国 語 学
中 国 文 学
英 語 学
英 米 文 学
ド イ ツ 語 学
ド イ ツ 文 学
フ ラ ン ス 語 学
フ ラ ン ス 文 学
言 語 学
文 化 遺 産 学
比 較 文 化 学
文 化 人 類 学

別表１－④
備　　　　　考専門科目

外国語の文献読解力に関する問題を含むことがあります（英語，ド
イツ語，フランス語から１か国語を選択）。辞書類を貸与する場合
があります。

哲学

英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。心理学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。社会学

英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。
辞書類を貸与する場合があります。

地理学

関係史料の読解を含みます。日本史学

研究を進める上で必要となる外国語文献及び関係史料の読解力を
問うことがあります。

東洋史学
西洋史学

英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。考古学

「日本古典文学」，「日本近代文学」，「日本語学」の３分野より２分
野の問題を選択させます。

日本語学日本文学

中国語学中国文学
英語学英米文学
ドイツ語学ドイツ文学
フランス語学フランス文学

英語の文献読解を含みます。言語学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。文化遺産学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。比較文化学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。文化人類学
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塵）《外国人特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

プログラム名
専門科目外国語科目

提出された研究計画書及び
受験した専門科目を中心に
行います。

別表１－⑤から入学後
専攻しようとする１科
目を選択

哲 学
心 理 学
社 会 学
地 理 学
日 本 史 学
東 洋 史 学
西 洋 史 学
考 古 学
日 本 語 学
日 本 文 学
中 国 語 学
中 国 文 学
英 語 学
英 米 文 学
ド イ ツ 語 学
ド イ ツ 文 学
フ ラ ン ス 語 学
フ ラ ン ス 文 学
言 語 学
文 化 遺 産 学
比 較 文 化 学
文 化 人 類 学

別表１－⑤
備　　　　　考専門科目

外国語の文献読解力に関する問題を含むことがあります（英語，ド
イツ語，フランス語から１か国語を選択）。辞書類を貸与する場合
があります。

哲学

英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。心理学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。社会学

英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。
辞書類を貸与する場合があります。

地理学

日本史学

研究を進める上で必要となる外国語文献及び関係史料の読解力を
問うことがあります。

東洋史学
西洋史学

英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。考古学

「日本古典文学」，「日本近代文学」，「日本語学」の３分野より２分
野の問題を選択させます。

日本語学日本文学

中国語学中国文学
英語学英米文学
ドイツ語学ドイツ文学
フランス語学フランス文学

英語の文献読解を含みます。言語学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。文化遺産学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。比較文化学
英語の文献読解力に関する問題を含むことがあります。文化人類学



法学・政治学専攻
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人）《一般選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験筆　　記　　試　　験プログラム名

提出された研
究計画書及び
受験した専門
科目を中心に
行ないます。

別表２－①の専門科目から入学後専攻しようとす
る１科目（第１希望の指導教員の科目）を含む２科
目を選択，又は別表２－①の専門科目から入学後専
攻しようとする１科目及び別表２－②の外国語科
目から１科目を選択

基礎法学プログラム
公法学・社会法学プログラム
民事法学プログラム
政治学プログラム

別表２－①
備　　　　　考専門科目

法理学の基本的な論点を中心に出題します。おおむね，深田三徳・
濱真一郎編著『よくわかる法哲学・法思想』（ミネルヴァ書房，２００７
年）第２部の内容に関連した出題となります。

法理学１

命題論理，述語論理，様相論理（義務論理を含む）の基本的知識を
問います。

法理学２（法論理学）

論述形式の問題を２問出題します。おおむね浅古・伊藤・植田・
神保編『日本法制史』（青林書院，２０１０年）の内容に即した問題とな
ります。

日本法制史

ドイツ中世法制史・国制史の基本的な事項やテーマに関する問題
を出題します。

西洋法制史

前近代中国の刑法・家族法・裁判制度に関連する分野から出題し
ます。

東洋法制史

主としてアメリカ法分野から出題します。外国法

論述式の出題により，「持続可能な開発／発展」に関連する国内外
の議論，（環境基本法や環境基本計画などに基づく日本の環境法政
策の動向を含みます）について，基礎的な理解を問うこととします。

環境法思想

竹下賢・�平野敏彦・�角田猛之編著『トピック法思想』（法律文化社，
２０００年）［トピック�生命］「性と死をめぐる法思想」の内容に関連し
た出題となります。

法思想史

日本国憲法に関する体系的知識を問う論述問題を２題出題します。
具体的には，憲法の基礎理論（憲法の意義，国民主権，権力分立，
法の支配，平和主義など），人権総論（享有主体，私人間効力など），
人権各論（個別の人権の保護範囲，人権制約の正当化など），統治
機構各論（議会制，内閣制，司法審査制，地方自治制など）が出題
範囲となります。

憲法�

いわゆる行政法総論（行政法の基本原則と行政作用法），及び行政
救済法の分野から出題します。

行政法�

租税実体法のうち，所得税，法人税，及び租税手続法を出題範囲
とします。概ね，岡村忠生・渡辺徹也・高橋祐介『ベーシック税法
（第６版）』（有斐閣，２０１１年）の内容（但し，国際課税の箇所は除き
ます）に関連した出題となります。

税財政法�

国際公法の分野から論述問題を出題します。国際法
刑法総論，同各論の両分野から各１問出題します。刑法�
刑事訴訟法の諸問題全般から出題します。刑事訴訟法�

労働法全般から出題します。多くの教科書で共通して取り上げら
れている内容・論点や，「別冊ジュリスト１９７号労働判例百選（第８
版）」（有斐閣，２００９年）に掲載されている判例を十分に勉強してお
いてください。

労働法�

社会保障法全般から基本的な論点，内容について出題します。社会保障法�
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備　　　　　考専門科目

民法典全般（総則，物権，債権，親族，相続）にかかわる基本的な
論点を中心に出題します。

民法�

狭義の民事訴訟法（判決手続全般）を対象とします。民事訴訟法１�
破産法及び民事再生法を対象とします。民事訴訟法２（倒産法）�
会社法全般から出題します（ただし持分会社は除きます）。�商法１（会社法）�
手形法・小切手法，商法総則・商行為法について，各法律の内容・
論点や重要判例を中心に出題します。�

商法２（手形法・小切手法，商
法総則・商行為法）�

経済法全般（��������法を除く）から出題します。経済法�
特許法と著作権法の分野から出題します。知的財産法�

主に公共事業や「新しい公共」などについて，広範な知識を問うよ
うに出題します。

公共政策論

選挙，政党，圧力団体，マスメディアから出題します。政治社会学
政策過程研究で用いられる理論モデルに関する出題となります。政策過程論
有権者の投票行動研究について出題します。計量政治学

ホッブズからロールズ，ノージック，サンデルに至るまでの西欧
政治思想史の基本的知識を問う出題となります。

政治思想史

（注１）�上の表で�のついている法律学科目を受験する者には六法を貸与します。
（注２）�同じ科目名称の２科目（「法理学１」と「法理学２」，「民事訴訟法１」と「民事訴訟法２」，「商

法１」と「商法２」）両方を選択することはできません。

別表２－②
備　　　　　　考外国語科目

英文を日本語訳させる問題又は日本語で要約させる問題を出します。英語
独文を日本語訳させる問題又は日本語で要約させる問題を出します。ドイツ語
仏文を日本語訳させる問題又は日本語で要約させる問題を出します。フランス語

（注）選択言語の辞書持込可，ただし電子辞書不可。

仁）《社会人特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験筆　　記　　試　　験プログラム名

別表２－③に
より実施しま
す。

基礎法学プログラム
公法学・社会法学プログラム
民事法学プログラム
政治学プログラム

別表２－③
備　　　　　考口述試験等

学業成績証明書及び提出された研究計画書により書類審査を行い
ます。

書類審査

提出された研究計画書を中心に行います。口述試験

刃）《外国人留学生特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験筆　　記　　試　　験プログラム名

提出された研
究計画書及び
受験した専門
科目を中心に
行ないます。

別表２－①の専門科目から入学後専攻しようとす
る科目１科目（第１希望の指導教員の科目）を選択。
辞書持込可（辞典類，電子辞書は不可）。

基礎法学プログラム
公法学・社会法学プログラム
民事法学プログラム
政治学プログラム
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人）《一般選抜》【第１期募集】

口述試験
筆　　記　　試　　験

コース名
専門科目外国語科目

提出された研究計画書及び
受験した専門科目を中心に
行います。

別表３－①から１科目
選択

英語，ドイツ語，フラ
ンス語，中国語のうち，
母国語を除き１科目選
択（辞書を貸与）

経済理論・政策コース

国際社会・経済コース

経 営 情 報 コ ー ス

別表３－①
備　　　　　考専門科目

マルクス経済学，近代経済学のいずれかを出願時に選択してくだ
さい。
次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
①マルクス経済学
　　日高晋『経済原論』（有斐閣選書，１９８３年）
②近代経済学
　　井堀利宏『入門マクロ経済学　第２版』（新世社，２００３年）
　　井堀利宏『入門ミクロ経済学　第２版』（新世社，２００６年）

経済理論

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
〔西洋経済史〕飯田隆『図説　西洋経済史』（日本経済評論社，２００５年）
〔日本経済史〕大石嘉一郎『日本資本主義百年の歩み』（東大出版会，
２００５年）
〔アジア経済史〕中村哲編『東アジア資本主義の形成』（青木書店，
１９９４年）

経済史

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
新岡智・板木雅彦・増田正人編『国際経済政策論』（有斐閣ブックス，
２００５年）
石川城太・菊池徹・椋寛『国際経済学をつかむ』（有斐閣，２００７年）
田中素香・岩田健治編『現代国際金融』（有斐閣，２００８年）

国際経済

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
山田節夫『ベーシック経済政策』（同文舘，２０１０年）
田代洋一・荻原伸次郎・金澤史男編『現代の経済政策（第３版）』（有
斐閣ブックス，２００６年）

経済政策論
　（社会政策論を含む）

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
伊豫谷登士翁『グローバリゼーションと移民』（有信堂高文社，２００１年）
細谷昌志編『異文化コミュニケーションを学ぶ人のために』（世界
思想社，２００６年）

国際交流

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
伊丹敬之・加護野忠夫『ゼミナール経営学入門（第３版）』（日本経済
新聞社，２００３年）
藤本隆宏『日本のもの造り哲学』（日本経済新聞社，２００４年）
伊藤邦雄『ゼミナール現代会計入門（第８版）』（日本経済新聞社，
２０１０年）
醍醐聰『会計学講義［第４版］』（東京大学出版会，２００８年）

経営学
　（会計学を含む）



�
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仁）《一般選抜》【第２期募集】

口述試験
筆　　記　　試　　験

コース名
専門科目外国語科目

別表３－②により実施しま
す。

経済理論・政策コース

国際社会・経済コース

経 営 情 報 コ ー ス

別表３－②
備　　　　　考口述試験等

提出された卒業論文又はそれに代わる研究論文若しくはレポート
を審査します。

書類審査

提出された卒業論文又はそれに代わる研究論文若しくはレポート
を審査します。

口述試験

刃）《社会人特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

コース名
専門科目外国語科目

別表３－③により実施しま
す。

経済理論・政策コース

国際社会・経済コース

経 営 情 報 コ ー ス

別表３－③
備　　　　　考口述試験等

提出された研究経過・実績報告書を審査します。書類審査

提出された研究計画書，研究経過・実績報告書などを中心に行い
ます。

口述試験

塵）《外国人留学生特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

コース名
専門科目外国語科目

提出された研究計画書及び
受験した専門科目を中心に
行います。

別表３－④から１科目
選択

経済理論・政策コース

国際社会・経済コース

経 営 情 報 コ ー ス



�
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別表３－④
備　　　　　考専門科目

マルクス経済学，近代経済学のいずれかを出願時に選択してくだ
さい。
次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
①マルクス経済学
　　日高晋『経済原論』（有斐閣選書，１９８３年）
②近代経済学
　　井堀利宏『入門マクロ経済学　第２版』（新世社，２００３年）
　　井堀利宏『入門ミクロ経済学　第２版』（新世社，２００６年）

経済理論

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
〔西洋経済史〕飯田隆『図説　西洋経済史』（日本経済評論社，２００５年）
〔日本経済史〕大石嘉一郎『日本資本主義百年の歩み』（東大出版会，
２００５年）
〔アジア経済史〕中村哲編『東アジア資本主義の形成』（青木書店，
１９９４年）

経済史

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
新岡智・板木雅彦・増田正人編『国際経済政策論』（有斐閣ブックス，
２００５年）
石川城太・菊池徹・椋寛『国際経済学をつかむ』（有斐閣，２００７年）
田中素香・岩田健治編『現代国際金融』（有斐閣，２００８年）

国際経済

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
山田節夫『ベーシック経済政策』（同文舘，２０１０年）
田代洋一・荻原伸次郎・金澤史男編『現代の経済政策（第３版）』（有
斐閣ブックス，２００６年）

経済政策論
　（社会政策論を含む）

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
伊豫谷登士翁『グローバリゼーションと移民』（有信堂高文社，２００１年）
細谷昌志編『異文化コミュニケーションを学ぶ人のために』（世界
思想社，２００６年）

国際交流

次の課題テキストの内容に関連した出題となります。
伊丹敬之・加護野忠夫『ゼミナール経営学入門（第３版）』（日本経済
新聞社，２００３年）
藤本隆宏『日本のもの造り哲学』（日本経済新聞社，２００４年）
伊藤邦雄『ゼミナール現代会計入門（第８版）』（日本経済新聞社，
２０１０年）
醍醐聰『会計学講義［第４版］』（東京大学出版会，２００８年）

経営学
　（会計学を含む）



地域創造学専攻

─２６─

人）《一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

コース
専門科目外国語科目

提出された研究計画書及び
受験した専門科目を中心に
行う。

別表４－①から入学後
専攻しようとする科目
１科目（第１希望の指
導教員の科目）を選択

地域創造学コース

別表４－①
備　　　　　考専門科目

次の課題テキストの内容に関連した基礎問題と専門問題から出題
します。
地域社会学会編『新版キーワード地域社会学』（ハーベスト社，２０１１
年）

地域社会学特論

「自由」，「平等」，「公正」といった公共的価値に関する規範的社会
理論について基礎問題と専門問題から出題します。

公共社会学特論

社会保障に関する基礎問題と専門問題から出題します。社会保障特論
次の課題テキストの内容に関連した基礎問題と専門問題から出題
します。
金子光一著『社会福祉のあゆみ』（有斐閣，２００５年）

社会福祉学特論

基礎問題と専門問題から出題します。基礎問題は次の課題テキス
トの内容に関連した出題となります。新藤雄三『医療の社会学』（世
界思想社，１９９０年）

医療社会学特論

基礎問題と専門問題から出題します。地域居住学特論
人文地理学全体にわたり，基礎問題と専門問題から出題します。人文地理学特論�
基礎問題と専門問題から出題します。人文地理学特論�
基礎問題と専門問題から出題します。自然地理学特論
基礎問題と専門問題から出題します。地域農業環境学特論
次の課題テキストの内容に関連した基礎問題と専門問題から出題
します。
森川貞夫・佐伯聡夫編著『スポーツ社会学講義』（大修館書店，１９８８
年）

スポーツ社会学特論

次の課題テキストの内容に関連した基礎問題と専門問題から出題
します。
八代勉・中村平編『体育・スポーツ経営学講義』（大修館書店，２００２
年）
山下秋二・中西純司ほか編『改訂版スポーツ経営学』（大修館書店，
２００６年）

スポーツ経営学特論

健康科学（運動生理学・生化学，応用生命科学を含む）に関する基
礎問題と専門問題から出題します。

健康増進科学特論

次の課題テキストの内容に関連した基礎問題と専門問題から出題
します。
出村慎一・村瀬智彦共著『健康・スポーツ科学入門　改訂版』（大修
館書店，２０１０年）

健康体力学特論

基礎問題と専門問題から出題します。健康栄養学特論
基礎問題と専門問題から出題します。健康教育学特論



国際学専攻

�
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人）《一般選抜・社会人特別選抜》【第１期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

分野又は区分コース
専門科目外国語科目

提出された研究計画
書、卒業論文または
それに代わる研究レ
ポート等の内容及び
受験した専門科目を
中心に行います。

別表５－①から入学
後専攻しようとする
科目１科目（希望す
る指導教員の科目）
を選択

英語

国際関係学／米
英地域研究／ア
ジア地域研究／
ヨーロッパ地域
研究

国際関係・地域
研 究 コ ー ス

別表５－②から１科
目を選択

英語
日本語教育学／
日本語学／日本
文化学

日 本 語 教 育 ・
日 本 文 化
研 究 コ ー ス

別表５－①
備　　　　　考専門科目

一部に英語の問題を出題します。国際関係学
一部に中国語または朝鮮語の問題を出題します（１言語を選択）。＊アジア地域研究
一部に英語の問題を出題します。米英地域研究

一部にドイツ語，フランス語，スペイン語，イタリア語の問題を
出題します（１言語を選択）。＊

ヨーロッパ地域研究

＊の言語については，事前に入学志願票にて選択します。

別表５－②
備　　　　　考専門科目

「日本語教育学・日本語学」，「日本文化学」のどちらかの問題を選
択

日本語教育学・日本語学／
日本文化学

仁）《一般選抜・社会人特別選抜》【第２期募集】共通
　　《外国人留学生特別選抜》【第１期募集】【第２期募集】共通

口述試験
筆　　記　　試　　験

分野又は区分コース
専門科目外国語科目

提出された研究計画
書、卒業論文または
それに代わる研究レ
ポート等の内容及び
受験した専門科目を
中心に行います。

別表５－③から入学
後専攻しようとする
科目１科目（希望す
る指導教員の科目）
を選択

英語

国際関係学／米
英地域研究／ア
ジア地域研究／
ヨーロッパ地域
研究

国際関係・地域
研 究 コ ー ス

別表５－④から１科
目を選択

日本語教育学／
日本語学／日本
文化学

日 本 語 教 育 ・
日 本 文 化
研 究 コ ー ス

別表５－③
備　　　　　考専門科目

一部に英語の問題を出題します。国際関係学
一部に中国語または朝鮮語の問題を出題します（１言語を選択）。＊アジア地域研究
一部に英語の問題を出題します。米英地域研究

一部にドイツ語，フランス語，スペイン語，イタリア語の問題を
出題します（１言語を選択）。＊

ヨーロッパ地域研究

＊の言語については，事前に入学志願票にて選択します。



１１　合格者発表

１２　入学時に必要な経費
拭　入 学 料　　　２８２�０００円

【注】１　上記の納付金額は予定額であり，入学時に入学料が改定された場合には，改定時か

ら新入学料が適用されます。

　　　２　入学料については，徴収猶予又は免除の制度があります。

植　その他必要な経費

　　学生健康保険組合費（２年分）　　　　　　　６�０００円

　　学生教育研究災害傷害保険料（２年分）　　　１�７５０円

１３　授業料の納入
　授業料の納入方法は，本学指定の銀行が，学生等の開設した預金口座から自動的に授業料を口

座振替する「預金口座振替」となっています。手続きについては，２０１２年（平成２４年）３月上旬に入

学手続要項とともに送付するパンフレット「授業料の納入について」を参照してください。

　授業料（前期分）　２６７�９００円　　（授業料年額　５３５�８００円）

【注】１　上記の金額は予定額であり，入学時又は在学中に授業料が改定された場合には，改

定時から新授業料が適用されます。

　　　２　授業料については，免除の制度があります。

１４　修業年限
拭　標準修業年限

　人間社会環境研究科（博士前期課程）の標準修業年限は２年です。ただし，優れた研究業績を

上げた者については，１年で修了することが認められる場合があります。

─２８─

日　　　　　　　　時区　　分

２０１１年（平成２３年）１１月８日惜 午前１０時第１期募集

２０１２年（平成２４年）２月２９日戚 午前１０時第２期募集

【注】　本学所定の掲示板（人間社会第１講義棟１階）に発表するとともに，郵便で通
知します。

　　　　なお，電話，電子メール等による合否の問い合わせには一切応じません。

別表５－④
備　　　　　考専門科目

「日本語教育学・日本語学」，「日本文化学」のどちらかの問題を選
択

日本語教育学・日本語学／
日本文化学



植　長期履修制度

　人間社会環境研究科（博士前期課程）では，短期在学型（１年）を除いて，標準修業年限内での

修学が困難な事情にある者に，次のとおり標準修業年限を超えて履修を認める特別な制度があ

ります。詳細については，合格発表後，合格者に通知します。

①　対象となる学生

ア　入学時において社会人有職者であって（臨時雇用を含む。），職務上の事情により著しく

学修時間の制約を受ける者

イ　家事，育児，介護等に従事している者で，その事情により著しく学修時間の制約を受

ける者

ウ　その他，本研究科において長期履修学生として認定できると認められる事由がある者

②　長期履修の期間

　　人間社会環境研究科（博士前期課程）における長期履修の期間は，３年又は４年とします。

③　授業料

　標準修業年限により修学する場合と授業料の総額は同じです。

　ただし，在学中に授業料が改定された場合は，改定後の授業料の額に基づき再計算され

ます。

【注】長期履修希望者の申請は，場合によっては許可されないこともあります。

１５　注意事項
①　一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜は併願できませんので，いずれか一つを

選択し，出願してください。

②　出願書類受理後は，書類の返却，記載事項の変更，及び入学検定料の払い戻しには応じられ

ません。

　ただし，入学検定料の振込後，出願を取り止めた場合は返還手続を行うことができますので，

下記まで連絡してください。なお，返還の際は「領収書（本人控）」及び「振込金証明書（提出用）」

が必要になります。

　　金沢大学財務部財務管理課出納係

　　　〒９２０�１１９２　金沢市角間町

　　　電話　０７６－２６４－５０５８～５０６０

③　出願書類に虚偽の記載，不正申告をした者及び入学試験において不正な行為を行った事実が

判明した者については，入学後であっても入学許可を取り消すことがあります。その場合，振

り込まれた入学料は返納しません。

④　入学を志願する者で，障害等があり，受験及び修学に特別な配慮を必要とする者は，出願に

先立ち申請書（様式は自由）を金沢大学角間北地区事務部学生課学務係へ提出し相談してください。

⑤　学生募集要項・出願書類用紙の郵送を希望するときは，封筒の表に「人間社会環境研究科（博

士前期課程）募集要項請求」と朱書きし，返信用封筒（角形２号「２４０㎜　 ×３３２㎜　 」に郵便切手２４０円

を貼付し，郵便番号，住所，氏名を明記したもの）を同封の上，金沢大学角間北地区事務部学生

課学務係へ申し込んでください。

１６　個人情報の保護
　金沢大学では，「国立大学法人金沢大学個人情報管理規程」等を制定し，本学が保有する個人情

報の適正な管理と保護に努めています。

─２９─



　本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報及び入学手続時に提出していただく全ての書類に

記載されている個人情報は，次の業務で利用します。

①　入学者選抜及び入学手続に関わる業務

②　入学後の学籍管理，修学指導に関わる業務及び健康診断等の保健管理に関わる業務

③　入学料免除，授業料免除，奨学生選考等の修学支援に関わる業務

④　入学料・授業料の納入に関わる業務及び収納業務を委託する金融機関での必要な業務

⑤　入学者選抜に関する個人が特定できない形で行う調査研究業務

⑥　卒業（修了）生に対する学習成果等調査（アウトカムズ・アセスメント），同窓会活動への支援

等に関する業務

⑦　その他，個人が特定できない形で行う統計処理業務

　

１７　『自然災害により被災された受験生の皆さまへ』
　金沢大学では，『３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震』，『３月１２日に発生した長野県北部

を震源とする地震』により被災された受験生の進学の機会を確保するため，入学検定料の免除を実

施します。

　免除に関する詳細につきましては，本学ホームページをご覧ください。

金沢大学ホームページ：�����������	
�
�
�

��
�����������
������������	
��
��

　

�
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１８　授業科目及び担当教員
拭　人文学専攻

�
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学際総合型プログラム
担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
プログラム担当者全員認知科学基礎論専門基礎科目認知科学
小島　治幸認知科学研究法
松川　順子
谷内　　通
荒木友希子

柴田　正良
認知哲学
認知倫理学

谷内　　通比較認知特論
松川　順子認知心理学特論
小島　治幸認知神経科学特論
荒木友希子認知臨床心理学特論
竹内　義晴環境言語学・認知コミュニケーション論
阪上るり子認知言語科学基礎
堀田　優子認知文法論基礎
大滝　幸子認知意味論
中村　芳久進化言語学基礎

認知科学特論

柴田　正良
認知哲学演習専門応用科目
認知倫理学演習

谷内　　通比較認知演習
松川　順子認知心理学演習
小島　治幸認知神経科学演習
荒木友希子認知臨床心理学演習
大滝　幸子認知言語科学演習Ⅰ
中村　芳久認知言語科学演習Ⅱ
堀田　優子認知言語科学演習Ⅲ
阪上るり子認知言語科学演習Ⅳ
竹内　義晴環境言語学・認知コミュニケーション論演習
中村　芳久進化言語学演習
プログラム担当者全員認知科学理論研究

三浦　　要
比較環境倫理学特論Ⅰ�専門基礎科目比較環境倫理学
比較環境倫理学特論Ⅰ�

（清水　邦彦）
比較環境倫理学特論Ⅱ�
比較環境倫理学特論Ⅱ�

（山本　　洋）
比較環境倫理学特論Ⅲ�
比較環境倫理学特論Ⅲ�

柴田　正良比較環境倫理学特論Ⅳ

三浦　　要
比較環境倫理学演習Ⅰ�専門応用科目
比較環境倫理学演習Ⅰ�

（清水　邦彦）
比較環境倫理学演習Ⅱ�
比較環境倫理学演習Ⅱ�
比較環境倫理学演習Ⅲ�
比較環境倫理学演習Ⅲ�

柴田　正良比較環境倫理学演習Ⅳ
能川　泰治近代日本帝国史特論専門基礎科目ヨーロッパ・東アジア文化圏史
安部聡一郎東アジア文化圏史特論Ⅰ�
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
安部聡一郎東アジア文化圏史特論Ⅰ�専門基礎科目ヨーロッパ・東アジア文化圏史

古市　大輔
東アジア文化圏史特論Ⅱ�
東アジア文化圏史特論Ⅱ�

根津由喜夫
正教世界史特論Ⅰ
正教世界史特論Ⅱ

田中　俊之
ヨーロッパ中世社会史特論Ⅰ
ヨーロッパ中世社会史特論Ⅱ

東田　雅博
イギリス帝国史特論Ⅰ
イギリス帝国史特論Ⅱ

能川　泰治

近代日本帝国史演習Ⅰ専門応用科目
近代日本帝国史演習Ⅱ
近代日本帝国史演習Ⅲ
近代日本帝国史演習Ⅳ

安部聡一郎
東アジア文化圏史演習Ⅰ�
東アジア文化圏史演習Ⅰ�

古市　大輔
東アジア文化圏史演習Ⅱ�
東アジア文化圏史演習Ⅱ�

根津由喜夫

正教世界史演習Ⅰ
正教世界史演習Ⅱ
正教世界史演習Ⅲ
正教世界史演習Ⅳ

田中　俊之

ヨーロッパ中世社会史演習Ⅰ
ヨーロッパ中世社会史演習Ⅱ
ヨーロッパ中世社会史演習Ⅲ
ヨーロッパ中世社会史演習Ⅳ

東田　雅博

イギリス帝国史演習Ⅰ
イギリス帝国史演習Ⅱ
イギリス帝国史演習Ⅲ
イギリス帝国史演習Ⅳ

プログラム担当者全員比較文学基礎論専門基礎科目比較文学
西村　　聡比較文学特論Ⅰ�
一戸　　渉比較文学特論Ⅰ�
杉山　欣也比較文学特論Ⅰ�
西村　　聡比較文学特論Ⅰ�
一戸　　渉
杉山　欣也
上田　　望比較文学特論Ⅱ
高田　茂樹比較文学特論Ⅲ
（志村　　恵）比較文学特論Ⅳ�
　佐藤　文彦＊比較文学特論Ⅳ�
（粕谷　雄一）比較文学特論��
岩津　　航比較文学特論��
西村　　聡比較文学演習Ⅰ�専門応用科目
一戸　　渉比較文学演習Ⅰ�
杉山　欣也比較文学演習Ⅰ�
上田　　望比較文学演習Ⅱ
高田　茂樹比較文学演習Ⅲ
（志村　　恵）比較文学演習Ⅳ�
　佐藤　文彦＊比較文学演習Ⅳ�
（粕谷　雄一）比較文学演習��
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
岩津　　航比較文学演習��専門応用科目比較文学

和泉　邦子
文学研究とジェンダー専門基礎科目ジェンダー学
ジェンダー表象論

神谷　浩夫ジェンダー地理学

（大藪　加奈）
児童文学とジェンダー
異文化理解とジェンダー

（結城　正美）環境思想とジェンダー
岩本　健良仕事とジェンダー
（八重沢美知子）ジェンダーの発達心理学

和泉　邦子
文学研究とジェンダー演習専門応用科目
ジェンダー表象論演習

（高橋　涼子）福祉社会とジェンダー

（大藪　加奈）
児童文学とジェンダー演習
異文化理解とジェンダー演習

（結城　正美）環境思想とジェンダー演習
プログラム担当者全員文化資源学概論専門基礎科目文化資源学
鏡味　治也伝承文化資源学Ⅰ
西本　陽一伝承文化資源学Ⅱ
アートル・ジョン伝承文化資源学Ⅲ
宮下　孝晴形態文化資源学Ⅰ
藤井　純夫形態文化資源学Ⅱ
中村　慎一形態文化資源学Ⅲ
森　　雅秀文化資源情報学Ⅰ
矢口　直道文化資源情報学Ⅱ
（粕谷　雄一）文化資源情報学Ⅲ
鏡味　治也伝承文化資源学演習Ⅰ専門応用科目
西本　陽一伝承文化資源学演習Ⅱ
宮下　孝晴形態文化資源学演習Ⅰ
藤井　純夫形態文化資源学演習Ⅱ
中村　慎一
森　　雅秀文化資源情報学演習Ⅰ
矢口　直道文化資源情報学演習Ⅱ

（注）１　（　）を付した教員は他専攻の専任教員ですので，原則，指導希望教員には指名できません。
　　　　ただし，理由により認める場合がありますので，指導を希望する場合には，事前に担当学

務係までご相談ください。
　　２　＊印を付した教員は卦任予定（２０１１年１０月）です。
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専門深化型プログラム
担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等

柴田　正良
西洋哲学思想専門基礎科目哲学
西洋哲学特論Ⅰ
西洋哲学特論Ⅱ

柴田　正良
倫理学特論
現代哲学特論

三浦　　要

西洋哲学史Ⅰ
西洋哲学史Ⅱ
西洋哲学史特論Ⅰ
西洋哲学史特論Ⅱ

柴田　正良

西洋哲学演習Ⅰ専門応用科目
西洋哲学演習Ⅱ
現代哲学演習
倫理学演習

三浦　　要

倫理思想史演習Ⅰ
倫理思想史演習Ⅱ
西洋古代哲学演習Ⅰ
西洋古代哲学演習Ⅱ
西洋哲学史演習Ⅰ
西洋哲学史演習Ⅱ

谷内　　通学習心理学特論専門基礎科目心理学
松川　順子認知心理学特論
小島　治幸実験心理学特論
岡田　　努人格心理学特論
荒木友希子臨床心理学特論

心理臨床基礎論
心理発達応用論
心理学特論

谷内　　通
学習心理学演習Ⅰ専門応用科目
学習心理学演習Ⅱ

松川　順子
認知心理学演習Ⅰ
認知心理学演習Ⅱ

小島　治幸
実験心理学演習Ⅰ
実験心理学演習Ⅱ

荒木友希子
臨床心理学演習Ⅰ
臨床心理学演習Ⅱ

岡田　　努
人格心理学演習Ⅰ
人格心理学演習Ⅱ

松川　順子心理学特別演習Ⅰ
岡田　　努心理学特別演習Ⅱ
小島　治幸心理学基礎実習Ⅰ
谷内　　通心理学基礎実習Ⅱ
荒木友希子応用心理学実習
溝部　明男社会理論専門基礎科目社会学

社会分析
溝部　明男データ収集基礎論
轟　　　亮
轟　　　亮データ分析基礎論
溝部　明男社会学調査実習
轟　　　亮社会学分析実習
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
溝部　明男社会学外国語演習Ⅰ専門基礎科目社会学
岩本　健良
轟　　　亮
溝部　明男社会学説史特論専門応用科目
岩本　健良社会変動論特論
轟　　　亮社会行動論特論
溝部　明男社会学演習Ⅰ
岩本　健良社会学演習Ⅱ
轟　　　亮社会学演習Ⅲ
溝部　明男社会学外国語演習Ⅱ
岩本　健良
轟　　　亮

神谷　浩夫
地理学特論Ⅰ専門基礎科目地理学
地理学特論Ⅱ

中島　弘二
地理学特論Ⅲ
地理学特論Ⅳ
地理学特論Ⅴ
地理学特論Ⅵ

伊賀　聖屋
地誌学特論Ⅰ
地誌学特論Ⅱ

中島　弘二
地誌学特論Ⅲ
地誌学特論Ⅳ

伊賀　聖屋地理学演習Ⅰ専門応用科目
神谷　浩夫地理学演習Ⅱ
中島　弘二地理学演習Ⅲ
神谷　浩夫地域プランニング演習
伊賀　聖屋地域調査演習
中島　弘二
神谷　浩夫地域プランニング実習
伊賀　聖屋地域調査実習
中島　弘二
神谷　浩夫地理学実習
中島　弘二
笠井　純一日本古代中世史Ⅰ専門基礎科目日本史学
平瀬　直樹日本古代中世史Ⅱ

日本古代中世史Ⅲ
中野　節子日本近世近代史Ⅰ
能川　泰治日本近世近代史Ⅱ

日本近世近代史Ⅲ

笠井　純一

日本古代史演習Ⅰ専門応用科目
日本古代史演習Ⅱ
日本古代史演習Ⅲ
日本古代史演習Ⅳ

平瀬　直樹

日本中世史演習Ⅰ
日本中世史演習Ⅱ
日本中世史演習Ⅲ
日本中世史演習Ⅳ

中野　節子
日本近世史演習Ⅰ
日本近世史演習Ⅱ
日本近世史演習Ⅲ
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
中野　節子日本近世史演習Ⅳ専門応用科目日本史学

能川　泰治

日本近代史演習Ⅰ
日本近代史演習Ⅱ
日本近代史演習Ⅲ
日本近代史演習Ⅳ

笠井　純一日本史学研究法演習Ⅰ
中野　節子日本史学研究法演習Ⅱ
平瀬　直樹日本史学研究法演習Ⅲ
能川　泰治日本史学研究法演習Ⅳ
中野　節子日本史学実習
能川　泰治

安部聡一郎
東洋史学特論Ⅰ�専門基礎科目東洋史学
東洋史学特論Ⅰ�

（古畑　　徹）
東洋史学特論Ⅱ�
東洋史学特論Ⅱ�

古市　大輔
東洋史学特論Ⅲ�
東洋史学特論Ⅲ�

持井　康孝
東洋史学特論Ⅳ�
東洋史学特論Ⅳ�
東洋史学特論Ⅴ�
東洋史学特論Ⅴ�

安部聡一郎
東洋史学演習Ⅰ�専門応用科目
東洋史学演習Ⅰ�

（古畑　　徹）
東洋史学演習Ⅱ�
東洋史学演習Ⅱ�

古市　大輔
東洋史学演習Ⅲ�
東洋史学演習Ⅲ�

持井　康孝
東洋史学演習Ⅳ�
東洋史学演習Ⅳ�

持井　康孝東洋史学基礎実習
安部聡一郎
（古畑　　徹）東洋史学展開実習
古市　大輔

根津由喜夫
地中海世界史特論Ⅰ専門基礎科目西洋史学
地中海世界史特論Ⅱ

田中　俊之
西洋中世史特論Ⅰ
西洋中世史特論Ⅱ

東田　雅博
西洋近代史特論Ⅰ
西洋近代史特論Ⅱ
西洋史学特論Ⅰ
西洋史学特論Ⅱ

根津由喜夫

地中海世界史演習Ⅰ専門応用科目
地中海世界史演習Ⅱ
地中海世界史演習Ⅲ
地中海世界史演習Ⅳ

田中　俊之

西洋中世史演習Ⅰ
西洋中世史演習Ⅱ
西洋中世史演習Ⅲ
西洋中世史演習Ⅳ

東田　雅博西洋近代史演習Ⅰ
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等

東田　雅博
西洋近代史演習Ⅱ専門応用科目西洋史学
西洋近代史演習Ⅲ
西洋近代史演習Ⅳ

高濱　　秀比較考古学特論Ⅰ専門基礎科目考古学
　足立　拓朗＊比較考古学特論Ⅱ
　足立　拓朗＊地域考古学特論Ⅰ
高濱　　秀地域考古学特論Ⅱ

比較文化考古学特論Ⅰ
比較文化考古学特論Ⅱ

高濱　　秀アジア考古学演習Ⅰ専門応用科目
　足立　拓朗＊アジア考古学演習Ⅱ
高濱　　秀アジア考古学演習Ⅲ
　足立　拓朗＊アジア考古学演習Ⅳ
　足立　拓朗＊地域文化考古学演習Ⅰ
高濱　　秀地域文化考古学演習Ⅱ
　足立　拓朗＊地域文化考古学演習Ⅲ
高濱　　秀地域文化考古学演習Ⅳ

高濱　　秀

　足立　拓朗＊

考古学実習Ⅰ
考古学実習Ⅱ
考古学実習Ⅲ
考古学実習Ⅳ

高山　知明
日本語学特論Ⅰ専門基礎科目日本語学日本文学
日本語学特論Ⅱ

（加藤　和夫）
現代日本語学特論Ⅰ
現代日本語学特論Ⅱ
日本語研究特講Ⅰ
日本語研究特講Ⅱ

西村　　聡日本古典学特論Ⅰ
一戸　　渉日本古典学特論Ⅱ
杉山　欣也日本近代文学特論
西村　　聡近代文学と古典
一戸　　渉
杉山　欣也

高山　知明
日本語学演習Ⅰ専門応用科目
日本語学演習Ⅱ

（加藤　和夫）
現代日本語学演習Ⅰ
現代日本語学演習Ⅱ

西村　　聡日本古典学演習Ⅰ
一戸　　渉日本古典学演習Ⅱ
西村　　聡古典の変容と新生Ⅰ
一戸　　渉古典の変容と新生Ⅱ

杉山　欣也
日本近代文学演習Ⅰ
日本近代文学演習Ⅱ

大滝　幸子中国文化環境学専門基礎科目中国語学中国文学
岩田　　礼
上田　　望
上田　　望中国文学史各論Ⅰ

中国文学史各論Ⅱ
上田　　望中国文学各論Ⅰ

中国文学各論Ⅱ
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
中国文学各論Ⅲ専門基礎科目中国語学中国文学
中国文学各論Ⅳ

大滝　幸子
中国語学各論Ⅰ
中国語学各論Ⅱ

岩田　　礼
中国語学各論Ⅲ
中国語学各論Ⅳ

大滝　幸子
中国語文法学演習Ⅰ専門応用科目
中国語文法学演習Ⅱ

岩田　　礼
中国音韻方言学演習Ⅰ
中国音韻方言学演習Ⅱ

大滝　幸子
日中対照言語学基礎演習
日中対照言語学発展演習

上田　　望

中国文学演習Ⅰ
中国文学演習Ⅱ
中国文学演習Ⅲ
中国文学演習Ⅳ

中村　芳久

英語学序説Ⅰ�専門基礎科目英語学英米文学
英語学序説Ⅰ�
英語学序説Ⅱ�
英語学序説Ⅱ�

堀田　優子

英語学特論Ⅰ�
英語学特論Ⅰ�
英語学特論Ⅱ�
英語学特論Ⅱ�

（ピーター・エドワズ）

英米文化特論Ⅰ�
英米文化特論Ⅰ�
英米文化特論Ⅱ�
英米文化特論Ⅱ�

高田　茂樹

イギリス言語文化研究Ⅰ�
イギリス言語文化研究Ⅰ�
イギリス言語文化研究Ⅱ�
イギリス言語文化研究Ⅱ�

和泉　邦子

英語圏文学特論Ⅰ�
英語圏文学特論Ⅰ�
英語圏文学特論Ⅱ�
英語圏文学特論Ⅱ�

（小原　文衛）

比較英米文化論Ⅰ�
比較英米文化論Ⅰ�
比較英米文化論Ⅱ�
比較英米文化論Ⅱ�

中村　芳久

英文法演習Ⅰ�専門応用科目
英文法演習Ⅰ�
英文法演習Ⅱ�
英文法演習Ⅱ�

堀田　優子

英語学演習Ⅰ�
英語学演習Ⅰ�
英語学演習Ⅱ�
英語学演習Ⅱ�

高田　茂樹
英文学演習Ⅰ�
英文学演習Ⅰ�
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等

高田　茂樹
英文学演習Ⅱ�専門応用科目英語学英米文学
英文学演習Ⅱ�

和泉　邦子

英語圏文学演習Ⅰ�
英語圏文学演習Ⅰ�
英語圏文学演習Ⅱ�
英語圏文学演習Ⅱ�

（村上　清敏）

英米文化演習Ⅰ�
英米文化演習Ⅰ�
英米文化演習Ⅱ�
英米文化演習Ⅱ�

竹内　義晴ドイツ語学研究論Ⅰ専門基礎科目ドイツ語学ドイツ文学
ドイツ語学研究論Ⅱ

竹内　義晴ドイツ語学特論Ⅰ
ドイツ語学特論Ⅱ

　佐藤　文彦＊ドイツ文学研究論Ⅰ
（志村　　恵）ドイツ文学研究論Ⅱ
　佐藤　文彦＊ドイツ文学特論Ⅰ
（志村　　恵）ドイツ文学特論Ⅱ

竹内　義晴

ドイツ語学基礎演習Ⅰ専門応用科目
ドイツ語学基礎演習Ⅱ
ドイツ語学総合演習Ⅰ
ドイツ語学総合演習Ⅱ

　佐藤　文彦＊ドイツ近代文学演習Ⅰ
（志村　　恵）ドイツ近代文学演習Ⅱ
　佐藤　文彦＊ドイツ文学演習Ⅰ
（志村　　恵）ドイツ文学演習Ⅱ

（バルヴェ・ヨハネス）

ドイツ語運用力演習Ⅰ
ドイツ語運用力演習Ⅱ
ドイツ語運用力演習Ⅲ
ドイツ語運用力演習Ⅳ

阪上るり子

フランス語学Ⅰ専門基礎科目フランス語学フランス文学
フランス語学Ⅱ
フランス語学特論Ⅰ
フランス語学特論Ⅱ

（粕谷　雄一）フランス文学Ⅰ�
岩津　　航フランス文学Ⅰ�
（粕谷　雄一）フランス文学Ⅱ�
岩津　　航フランス文学Ⅱ�
（粕谷　雄一）フランス文学特論Ⅰ�
岩津　　航フランス文学特論Ⅰ�
（粕谷　雄一）フランス文学特論Ⅱ�
岩津　　航フランス文学特論Ⅱ�

阪上るり子

フランス語学演習Ⅰ専門応用科目
フランス語学演習Ⅱ
フランス語学演習Ⅲ
フランス語学演習Ⅳ

（粕谷　雄一）フランス文学演習Ⅰ�
岩津　　航フランス文学演習Ⅰ�
（粕谷　雄一）フランス文学演習Ⅱ�
岩津　　航フランス文学演習Ⅱ�
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
（粕谷　雄一）フランス文学演習Ⅲ�専門応用科目フランス語学フランス文学
岩津　　航フランス文学演習Ⅲ�
（粕谷　雄一）フランス文学演習Ⅳ�
岩津　　航フランス文学演習Ⅳ�

入江　浩司
個別言語特論Ⅰ専門基礎科目言語学
個別言語特論Ⅱ

（斉木麻利子）言語学特論Ⅰ
（峯　　正志）言語学特論Ⅱ
新田　哲夫言語科学研究
新田　哲夫記述言語学実践研究専門応用科目

言語学特論Ⅲ
言語学特論Ⅳ

柘植　洋一
言語学理論演習Ⅰ
言語学理論演習Ⅱ

宮下　孝晴
芸術学特論専門基礎科目文化遺産学
美術史特論

中村　慎一文明学特論
藤井　純夫先史学特論
中村　慎一物質文化史特論
藤井　純夫技術文化史特論

文化遺産学特論Ⅰ
文化遺産学特論Ⅱ

宮下　孝晴
中村　慎一
藤井　純夫

文化遺産学実習Ⅰ専門応用科目

文化遺産学実習Ⅱ

宮下　孝晴
芸術学演習
美術史演習

中村　慎一文明学演習
藤井　純夫先史学演習
中村　慎一物質文化史演習
藤井　純夫技術文化史演習
森　　雅秀文化表象論専門基礎科目比較文化学
矢口　直道表現文化論
森　　雅秀比較文化史

矢口　直道
宗教造形論
東方文化交流史

森　　雅秀アジア文化環境論
（粕谷　雄一）民族文化論
森　　雅秀比較文化学実習Ⅰ専門応用科目
矢口　直道比較文化学実習Ⅱ

矢口　直道
宗教芸術論演習Ⅰ
宗教芸術論演習Ⅱ

森　　雅秀

文化変容論演習Ⅰ
文化変容論演習Ⅱ
文化交流史演習Ⅰ
文化交流史演習Ⅱ

鏡味　治也
文化動態論専門基礎科目文化人類学
文化人類学特論

西本　陽一
地域社会動態論
社会人類学特論
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等

アートル・ジョン
文化構造論専門基礎科目文化人類学
社会動態論

鏡味　治也文化人類学調査実習専門応用科目
西本　陽一文化人類学分析実習

鏡味　治也
文化人類学演習Ⅰ
文化人類学演習Ⅱ

西本　陽一
社会人類学演習Ⅰ
社会人類学演習Ⅱ

アートル・ジョン
人類学演習Ⅰ
人類学演習Ⅱ

（注）１　（　）を付した教員は他専攻の専任教員ですので，原則，指導希望教員には指名できません。
　　　　ただし，理由により認める場合がありますので，指導を希望する場合には，事前に担当学

務係までご相談ください。
　　２　＊印を付した教員は卦任予定（２０１１年１０月）です。



植　法学・政治学専攻
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担　当　教　員授　業　科　目科　目　区　分
（基礎法学部門教員）文献情報論（法学）専攻共通科目
（政治学部門教員）文献情報論（政治学）
（公法学・社会法学，民事法学部門教員）日本法入門
（公法学・社会法学，民事法学部門教員）日本法入門（英）
（法学・政治学専攻教員）基礎講義Ⅰ
（法学・政治学専攻教員）基礎講義Ⅱ
（法学・政治学専攻教員）基礎講義Ⅲ
（法学・政治学専攻教員）プロジェクト研究
（法学・政治学専攻教員）インターンシップ
（指導教員）論文指導Ⅰ
（指導教員）論文指導Ⅱ
（指導教員）論文指導Ⅲ
（指導教員）論文指導Ⅳ

足立　英彦

法理学特論Ⅰ基礎法学プログラム
選択必修科目 法理学演習Ⅰ

法理学特論Ⅱ
法理学演習Ⅱ

梅田　康夫

日本法制史特論Ⅰ
日本法制史演習Ⅰ
日本法制史特論Ⅱ
日本法制史演習Ⅱ

櫻井　利夫

西洋法制史特論Ⅰ
西洋法制史演習Ⅰ
西洋法制史特論Ⅱ
西洋法制史演習Ⅱ

中村　正人

東洋法制史特論Ⅰ
東洋法制史演習Ⅰ
東洋法制史特論Ⅱ
東洋法制史演習Ⅱ

東川　浩二

外国法特論Ⅰ
外国法演習Ⅰ
外国法特論Ⅱ
外国法演習Ⅱ

生田　省悟

環境法思想特論Ⅰ
環境法思想演習Ⅰ
環境法思想特論Ⅱ
環境法思想演習Ⅱ

青野　　透

法思想史特論Ⅰ
法思想史演習Ⅰ
法思想史特論Ⅱ
法思想史演習Ⅱ

山増　友也

憲法特論Ⅰ公法・社会法学プログラム
選択必修科目 憲法演習Ⅰ

憲法特論Ⅱ
憲法演習Ⅱ

長内　祐樹

行政法特論Ⅰ
行政法演習Ⅰ
行政法特論Ⅱ
行政法演習Ⅱ
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担　当　教　員授　業　科　目科　目　区　分

小塚　真啓

税財政法特論Ⅰ公法・社会法学プログラム
選択必修科目 税財政法演習Ⅰ

税財政法特論Ⅱ
税財政法演習Ⅱ

稲角　光恵

国際法特論Ⅰ
国際法演習Ⅰ
国際法特論Ⅱ
国際法演習Ⅱ

永井　善之

刑法特論Ⅰ
刑法演習Ⅰ
刑法特論Ⅱ
刑法演習Ⅱ

中山　博善

刑事訴訟法特論Ⅰ
刑事訴訟法演習Ⅰ
刑事訴訟法特論Ⅱ
刑事訴訟法演習Ⅱ

名古　道功

労働法特論Ⅰ
労働法演習Ⅰ
労働法特論Ⅱ
労働法演習Ⅱ

石田　道彦

社会保障法特論Ⅰ
社会保障法演習Ⅰ
社会保障法特論Ⅱ
社会保障法演習Ⅱ

熊谷　士郎

民法特論第一Ⅰ民事法学プログラム
選択必修科目 民法演習第一Ⅰ

民法特論第一Ⅱ
民法演習第一Ⅱ

合田　篤子

民法特論第二Ⅰ
民法演習第二Ⅰ
民法特論第二Ⅱ
民法演習第二Ⅱ

福本　知行

民事訴訟法特論Ⅰ
民事訴訟法演習Ⅰ
民事訴訟法特論Ⅱ
民事訴訟法演習Ⅱ

村上　　裕

商法特論第一Ⅰ
商法演習第一Ⅰ
商法特論第一Ⅱ
商法演習第一Ⅱ

永江　　亘

商法特論第二Ⅰ
商法演習第二Ⅰ
商法特論第二Ⅱ
商法演習第二Ⅱ

齊藤　高広

経済法特論Ⅰ
経済法演習Ⅰ
経済法特論Ⅱ
経済法演習Ⅰ
国際私法特論
国際私法演習
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担　当　教　員授　業　科　目科　目　区　分
国際取引法特論民事法学プログラム

選択必修科目 国際取引法演習

大友　信秀

知的財産法特論Ⅰ
知的財産法演習Ⅰ
知的財産法特論Ⅱ
知的財産法演習Ⅱ

木村　高宏

公共政策論特論Ⅰ政治学プログラム
選択必修科目 公共政策論演習Ⅰ

公共政策論特論Ⅱ
公共政策論演習Ⅱ

西村　　茂

政治社会学特論Ⅰ
政治社会学演習Ⅰ
政治社会学特論Ⅱ
政治社会学演習Ⅱ

西岡　　晋

政策過程論特論Ⅰ
政策過程論演習Ⅰ
政策過程論特論Ⅱ
政策過程論演習Ⅱ

岡田　　浩

計量政治学特論Ⅰ
計量政治学演習Ⅰ
計量政治学特論Ⅱ
計量政治学演習Ⅱ

仲正　昌樹

政治思想史特論Ⅰ
政治思想史演習Ⅰ
政治思想史特論Ⅱ
政治思想史演習Ⅱ
政治コミュニケーション論特論Ⅰ
政治コミュニケーション論演習Ⅰ
政治コミュニケーション論特論Ⅱ
政治コミュニケーション論演習Ⅱ

（基礎法学部門全教員）
基礎法研究会Ⅰ研究会科目

（選択必修科目） 基礎法研究会Ⅱ

（公法学・社会法学部門全教員）
公法研究会Ⅰ
公法研究会Ⅱ

（民事法学部門全教員）
民事法研究会Ⅰ
民事法研究会Ⅱ

（政治学部門全教員）
公共システム論研究会Ⅰ
公共システム論研究会Ⅱ

�井上　英夫福祉政策特論選択科目
�鹿島　正裕国際関係特論Ⅰ
�宋　　安鐘国際政治史（東洋）特論Ⅰ
�齋藤　嘉臣国際政治史（西洋）特論Ⅰ
�ビートン・アンドリュー比較政治学特論Ⅰ
�倉田　　徹アジア政治特論Ⅰ

公法特講Ⅰ
公法特講Ⅱ
刑事法特講Ⅰ
刑事法特講Ⅱ
民事法特講Ⅰ
民事法特講Ⅱ

�印の付いた教員は他専攻専任であり，法学・政治学専攻院生の指導教員にはなれません。



殖　経済学専攻�
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
論文指導Ⅰ専攻共通科目
論文指導Ⅱ
論文指導Ⅲ

前田　　隆ミクロ経済学特論�
池下研一郎マクロ経済学特論�
鶴田　芳貴応用計量経済学特論�

プロジェクト研究
総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ
インターンシップ
基礎講義�
基礎講義�
基礎講義�
基礎講義�
経済学特別講義�
経済学特別講義�
経済学特別講義�
経済学特別講義�

瀬尾　　崇
現代経済理論特論�専門基礎科目経済理論・政策コース
現代経済理論特論�

村上　和光
経済変動論特論�
経済変動論特論�

前田　　隆ミクロ経済学特論�
池下研一郎マクロ経済学特論�

星野　伸明
経済統計学特論�
経済統計学特論�

鶴田　芳貴応用計量経済学特論�

加藤　峰弘
金融制度特論�
金融制度特論�

佐無田　光
地域経済特論�
地域経済特論�

武田　公子
地方財政特論�
地方財政特論�

碇山　　洋
社会資本特論�
社会資本特論�

杉橋やよい
生活経済特論�
生活経済特論�

横山　壽一
社会保障特論�
社会保障特論�

奥田　睦子
福祉スポーツ健康社会特論�
福祉スポーツ健康社会特論�

森山　　治
社会福祉学特論
社会福祉学方法特論

伍賀　一道
社会政策特論
労働政策特論

市原あかね
環境経済特論�
環境経済特論�

瀬尾　　崇
現代経済理論演習�専門応用科目
現代経済理論演習�
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等

村上　和光
経済変動論演習�専門応用科目経済理論・政策コース
経済変動論演習�

前田　　隆
ミクロ経済学演習�
ミクロ経済学演習�

池下研一郎
マクロ経済学演習�
マクロ経済学演習�

星野　伸明
経済統計学演習�
経済統計学演習�

鶴田　芳貴
応用計量経済学演習�
応用計量経済学演習�

加藤　峰弘
金融制度論演習�
金融制度論演習�

佐無田　光
地域経済論演習�
地域経済論演習�

武田　公子
地方財政論演習�
地方財政論演習�

碇山　　洋
社会資本論演習�
社会資本論演習�

杉橋やよい
生活経済論演習�
生活経済論演習�

横山　壽一
社会保障論演習�
社会保障論演習�

奥田　睦子
福祉スポーツ健康社会論演習�
福祉スポーツ健康社会論演習�

森山　　治
社会福祉学演習�
社会福祉学演習�

伍賀　一道
社会政策論演習�
社会政策論演習�

市原あかね
環境経済論演習�
環境経済論演習�

碇山　　洋北陸地域経済学講義

野村　眞理
社会思想史特論�専門基礎科目国際社会・経済コース
社会思想史特論�

堀林　　巧
比較経済体制特論�
比較経済体制特論�

佐藤　秀樹
国際金融特論�
国際金融特論�

正木　　響
世界経済特論�
世界経済特論�

吉居　史子
国際公共経済特論�
国際公共経済特論�

小林　信介
日本経済史特論�
日本経済史特論�

弁納　才一
アジア経済史特論�
アジア経済史特論�

中島　健二
西洋経済史特論�
西洋経済史特論�

上條　　勇
ヨーロッパ経済特論�
ヨーロッパ経済特論�

南　　相瓔東アジア社会情報特論�



�

─４７─

担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
南　　相瓔東アジア社会情報特論�専門基礎科目国際社会・経済コース

西嶋　義憲
対照社会言語学特論�
対照社会言語学特論�

鶴園　　裕
環日本海地域特論�
環日本海地域特論�

野村　眞理
社会思想史演習�専門応用科目
社会思想史演習�

堀林　　巧
比較経済体制論演習�
比較経済体制論演習�

佐藤　秀樹
国際金融論演習�
国際金融論演習�

正木　　響
世界経済論演習�
世界経済論演習�

吉居　史子
国際公共経済論演習�
国際公共経済論演習�

小林　信介
日本経済史演習�
日本経済史演習�

弁納　才一
アジア経済史演習�
アジア経済史演習�

中島　健二
西洋経済史演習�
西洋経済史演習�

上條　　勇
ヨーロッパ経済論演習�
ヨーロッパ経済論演習�

南　　相瓔
東アジア社会情報論演習�
東アジア社会情報論演習�

西嶋　義憲
対照社会言語学論演習�
対照社会言語学論演習�

鶴園　　裕
環日本海地域論演習�
環日本海地域論演習�

澤田　　幹
経営管理特論�専門基礎科目経営情報コース
経営管理特論�

竹島　貞治
会計学原理特論�
会計学原理特論�

佐藤　清和
財務会計特論�
財務会計特論�

白石　弘幸
組織戦略特論�
組織戦略特論�

平田　　透
マーケティング特論�
マーケティング特論�

柳　　在圭
生産システム特論�
生産システム特論�

寒河江雅彦
情報科学特論�
情報科学特論�

松浦　義昭
ビジネスファイナス特論�
ビジネスファイナス特論�

澤田　　幹
経営管理論演習�専門応用科目
経営管理論演習�

竹島　貞治
会計学原理演習�
会計学原理演習�

佐藤　清和財務会計論演習�



�
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担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
佐藤　清和財務会計論演習�専門応用科目経営情報コース

白石　弘幸
組織戦略論演習�
組織戦略論演習�

平田　　透
マーケティング論演習�
マーケティング論演習�

柳　　在圭
生産システム論演習�
生産システム論演習�

寒河江雅彦
情報科学論演習�
情報科学論演習�

松浦　義昭
ビジネスファイナス演習�
ビジネスファイナス演習�

碇山　　洋北陸地域経済学講義



燭　地域創造学専攻�

─４９─

担　当　教　員授　業　科　目科　目　群
先端地域創造講義専攻共通科目
論文指導Ⅰ
論文指導Ⅱ
論文指導Ⅲ
論文指導Ⅳ
基礎講義�
基礎講義�
基礎講義�
基礎講義�
地域フィールドワーク
課題型インターンシップ（長期）
課題型インターンシップ（短期）

眞鍋　知子地域社会学特論専門基礎科目
田邊　　浩公共社会学特論
伍賀　一道社会政策特論
横山　壽一社会保障特論
森山　　治社会福祉学特論
井上　英夫福祉政策特論
高橋　涼子医療社会学特論
前田　　隆ミクロ経済学特論
佐無田　光地域経済学特論
碇山　　洋北陸地域経済学講義
市原あかね環境経済特論
神谷　浩夫地域政策特論
松下　重雄地域づくり特論
山岸　雅子地域居住学特論
鏡味　治也文化動態論
伊藤　　悟人文地理学特論�
林　紀代美人文地理学特論�
青木　賢人自然地理学特論
鯨　　幸夫地域農業環境学特論
佐川　哲也スポーツ社会学特論
藤谷かおるスポーツ経営学特論
奥田　睦子福祉スポーツ健康社会特論
増田　和実健康増進科学特論
出村　慎一健康体力学特論
寺沢なお子健康栄養学特論
岩田　英樹健康教育学特論
田邊　　浩現代社会特論専門展開科目
眞鍋　知子現代コミュニティ特論
横山　壽一生活保障システム特論
高橋　涼子福祉社会とジェンダー
森山　　治社会福祉方法特論
神谷　浩夫地域人口学特論
西本　陽一地域社会動態特論
伊藤　　悟地理情報学特論
林　紀代美地域資源活用特論
鯨　　幸夫地域農業生産技術特論
佐々木敏彦地域基盤安全評価特論



�

─５０─

担　当　教　員授　業　科　目科　目　群
青木　賢人自然環境特論専門展開科目
市原あかね環境政策特論
黒堀　利夫ユニバーサルデザイン特論
杉橋やよい生活科学特論
山岸　雅子住生活学特論
武田　公子地方財政特論
碇山　　洋社会資本特論
松下　重雄���運営特論
浅野　秀重生涯学習特論
佐川　哲也スポーツ政策特論
藤谷かおるスポーツマーケティング特論
奥田　睦子福祉スポーツ健康政策特論
増田　和実運動適応科学特論
出村　慎一健康体力評価特論
寺沢なお子食品機能学特論
岩田　英樹健康行動学特論
鏡味　治也文化人類学演習
伊藤　　悟地域調査・分析研究課題研究科目
山岸　雅子
眞鍋　知子
高橋　涼子社会福祉調査研究
眞鍋　知子
田邊　　浩
森山　　治社会福祉基礎研究
森山　　治社会福祉制度・政策研究
横山　壽一
横山　壽一福祉国家論研究
田邊　　浩
神谷　浩夫地域政策研究
松下　重雄
鯨　　幸夫地域農業生産研究
青木　賢人地域環境研究
林　紀代美
市原あかね地域環境経済論研究
佐川　哲也地域スポーツクラブ論研究
奥田　睦子
出村　慎一地域健康評価研究
岩田　英樹
藤谷かおる
出村　慎一運動と健康増進研究
増田　和実
寺沢なお子
鏡味　治也文化人類学研究



織　国際学専攻

─５１─

担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
基礎講義Ⅰ（国際関係特論Ⅰ）専攻共通科目

ビートン・アンドリュー基礎講義Ⅱ（※比較政治学特論Ⅰ）
倉田　　徹基礎講義Ⅲ（アジア政治特論Ⅰ）
村上　清敏基礎講義Ⅳ（アメリカ文化表象特論Ⅰ）
エドワーズ・ピーター基礎講義Ⅴ（※イギリス研究特論Ⅰ）
粕谷　雄一基礎講義Ⅵ（フランス語圏特論Ⅰ）
志村　　恵基礎講義Ⅶ（ドイツ語圏特論Ⅰ）

基礎講義Ⅷ（※���������	��
���
���	�
�Ⅰ）
論文指導Ⅰ
論文指導Ⅱ
論文指導Ⅲ
インターンシップ
国際関係特論Ⅱ専門基礎科目国際関係・地域研究コース

宋　　安鍾
国際政治史（東洋）特論Ⅰ
国際政治史（東洋）特論Ⅱ

梶川　伸一国際政治史（西洋）特論Ⅰ
齋藤　嘉臣国際政治史（西洋）特論Ⅱ
ビートン・アンドリュー※比較政治学特論Ⅱ

（中島　健二）
西洋経済史特論Ⅰ
西洋経済史特論Ⅱ

倉田　　徹アジア政治特論Ⅱ
村上　清敏アメリカ文化表象特論Ⅱ

小原　文衛
アメリカ文化批評特論Ⅰ
アメリカ文化批評特論Ⅱ

結城　正美
※環境表象研究特論Ⅰ
※環境表象研究特論Ⅱ

ビントリフ・ジョン�※�������	
�	�
����
���	�
���
��	��������������	�
������
	���
��������������

大藪　加奈

英語児童文学研究特論Ⅰ
英語児童文学研究特論Ⅱ
※ディアスポラ研究特論Ⅰ
※ディアスポラ研究特論Ⅱ

エドワーズ・ピーター※イギリス研究特論Ⅱ
米英研究特論Ⅰ
米英研究特論Ⅱ

鶴園　　裕
環日本海地域特論Ⅰ
環日本海地域特論Ⅱ

古畑　　徹
東アジア地域研究特論Ⅰ
東アジア地域研究特論Ⅱ

弁納　才一
アジア経済史特論Ⅰ
アジア経済史特論Ⅱ
中国語圏特論Ⅰ
中国語圏特論Ⅱ
アジア研究特論Ⅰ
アジア研究特論Ⅱ

粕谷　雄一フランス語圏特論Ⅱ
志村　　恵ドイツ語圏特論Ⅱ

ドイツ語圏学特論Ⅱ

　石黒　盛久＊
ヨーロッパ研究特論Ⅰ
ヨーロッパ研究特論Ⅱ



─５２─

担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
ヨーロッパ研究特論Ⅲ専門基礎科目国際関係・地域研究コース
ヨーロッパ研究特論Ⅳ

村上　清敏
翻訳序説Ⅰ
翻訳序説Ⅱ
同時通訳入門Ⅰ
同時通訳入門Ⅱ

根本　浩行
※社会言語学特論Ⅰ
※社会言語学特論Ⅱ

（アートル・ジョン）
※比較文化研究Ⅰ
※比較文化研究Ⅱ

齋藤　嘉臣※�������	�
	���
���������	��������Ⅰ
ビートン・アンドリュー※�������	
��
�����Ⅰ
倉田　　徹※�������	
�����Ⅰ

国際関係演習Ⅰ専門応用科目
国際関係演習Ⅱ

宋　　安鍾
国際政治史（東洋）演習Ⅰ
国際政治史（東洋）演習Ⅱ

梶川　伸一
齋藤　嘉臣

国際政治史（西洋）演習Ⅰ
国際政治史（西洋）演習Ⅱ

ビートン・アンドリュー
※比較政治学演習Ⅰ
※比較政治学演習Ⅱ

（中島　健二）
西洋経済史演習Ⅰ
西洋経済史演習Ⅱ

倉田　　徹
アジア政治演習Ⅰ
アジア政治演習Ⅱ

村上　清敏
アメリカ文化表象演習Ⅰ
アメリカ文化表象演習Ⅱ

小原　文衛
アメリカ文化批評演習Ⅰ
アメリカ文化批評演習Ⅱ

結城　正美
環境表象研究演習Ⅰ
環境表象研究演習Ⅱ

大藪　加奈

英語児童文学研究演習Ⅰ
英語児童文学研究演習Ⅱ
ディアスポラ研究演習Ⅰ
ディアスポラ研究演習Ⅱ

エドワーズ・ピーター
イギリス研究演習Ⅰ
イギリス研究演習Ⅱ

（アートル・ジョン）
比較文化論演習Ⅰ
比較文化論演習Ⅱ
米英研究演習Ⅰ
米英研究演習Ⅱ

鶴園　　裕
環日本海地域演習Ⅰ
環日本海地域演習Ⅱ

古畑　　徹
東アジア地域研究演習Ⅰ
東アジア地域研究演習Ⅱ

弁納　才一
アジア経済史演習Ⅰ
アジア経済史演習Ⅱ
中国語圏演習Ⅰ
中国語圏演習Ⅱ
アジア研究演習Ⅰ



─５３─

担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等
アジア研究演習Ⅱ専門応用科目国際関係・地域研究コース

粕谷　雄一
フランス語圏演習Ⅰ
フランス語圏演習Ⅱ

志村　　恵
ドイツ語圏演習Ⅰ
ドイツ語圏演習Ⅱ

バルヴェ・ヨハネス
ドイツ語圏演習Ⅲ
ドイツ語圏演習Ⅳ

　石黒　盛久＊
ヨーロッパ研究演習Ⅰ
ヨーロッパ研究演習Ⅱ
ヨーロッパ研究演習Ⅲ
ヨーロッパ研究演習Ⅳ

村上　清敏
翻訳演習Ⅰ
翻訳演習Ⅱ
同時通訳演習Ⅰ
同時通訳演習Ⅱ

根本　浩行
社会言語学演習Ⅰ
社会言語学演習Ⅱ
※���������	��
���
���	�
���

齋藤　嘉臣※�������	�
	���
���������	��������	��
ビートン・アンドリュー※�������	
��
�����
��

※�������	
�����Ⅱ

村上　清敏
※北米表象文化演習Ⅰ
※北米表象文化演習Ⅱ

小原　文衛
※精神分析批評演習Ⅰ
※精神分析批評演習Ⅱ

結城　正美
環境言説研究演習Ⅰ
環境言説研究演習Ⅱ

大藪　加奈
比較文化研究演習Ⅰ
比較文化研究演習Ⅱ

松田真希子
日本語教育学特論Ⅰ専門基礎科目日本語教育・日本文化研究コース
日本語教育学特論Ⅱ

深澤のぞみ
日本語教授法研究特論Ⅰ
日本語教授法研究特論Ⅱ
日本語教授法研究特論Ⅲ
日本語教授法研究特論Ⅳ

（高山　知明）
日本語学特論Ⅰ
日本語学特論Ⅱ

加藤　和夫
現代日本語学特論Ⅰ
現代日本語学特論Ⅱ
現代日本語学特論Ⅲ
現代日本語学特論Ⅳ

清水　邦彦
日本文化研究特論Ⅰ
日本文化研究特論Ⅱ

山本　　洋
日本学研究特論Ⅰ
日本学研究特論Ⅱ

（能川　泰治）
日本近現代史研究特論Ⅰ
日本近現代史研究特論Ⅱ

（杉山　欣也）日本近代文学特論

三浦　香苗
日本語教育学演習Ⅰ専門応用科目
日本語教育学演習Ⅱ



─５４─

担当教員授　業　科　目科　目　群コース，プログラム等

太田　　亨
日本語教授法研究演習Ⅰ専門応用科目日本語教育・日本文化研究コース
日本語教授法研究演習Ⅱ

深澤のぞみ
日本語教授法研究演習Ⅲ
日本語教授法研究演習Ⅳ

（高山　知明）
日本語学演習Ⅰ
日本語学演習Ⅱ

加藤　和夫

現代日本語学演習Ⅰ
現代日本語学演習Ⅱ
社会言語学実習Ⅰ
社会言語学実習Ⅱ

根本　浩行
社会言語学演習Ⅰ
社会言語学演習Ⅱ

清水　邦彦
日本文化研究演習Ⅰ
日本文化研究演習Ⅱ

（注）１　（　）を付した教員は他専攻の専任教員ですので，原則，指導希望教員には指名できません。
ただし，理由により認める場合がありますので，指導を希望する場合には，事前に担当学
務係までご相談ください。

　　２　＊を付した教員は他研究科の専攻教員ですので，指導教員には指名できません。
　　３　※を付した科目は英語による授業科目です。
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金沢大学大学院人間社会環境研究科入学試験場案内略図

２０１２年度（平成２４年度）

学 生 募 集 要 項

（第１期募集・第２期募集）

金沢大学大学院人間社会環境研究科（人間社会１～５号館）へのアクセス

【路線バス利用】
　ＪＲ金沢駅東口バスターミナルから北鉄バス「金沢大学（角間）」行き乗車，「金沢大学（終点）」
下車，徒歩３分（ＪＲ金沢駅から約３５分）

【タクシー利用】
　ＪＲ金沢駅から約２０分

【小松空港まで航空機を利用】
　小松空港から北鉄バス「金沢駅東口（市内回り）」行き乗車，「香林坊（アトリオ前）」下車（乗換
え）（所要約１時間）
　「香林坊（中央公園前）」から「金沢大学（角間）」行き乗車，「金沢大学（終点）」下車，徒歩３分

金沢大学大学院人間社会環境研究科

〔問い合わせ先〕

〒９２０�１１９２��金沢市�角��間��町�
かく ま まち

� �金沢大学角間北地区事務部学生課学務係

　電　話：０７６－２６４－５４５５  （人文学専攻，国際学専攻）
　　　　　０７６－２６４－５４５６  （法学・政治学専攻）
　　　　　０７６－２６４－５４５７  （経済学専攻）
　　　　　０７６－２６４－５６０３  （地域創造学専攻）
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金沢大学大学院人間社会環境研究科（博士前期課程）

一 般 選 抜

社 会 人 特 別 選 抜

外国人留学生特別選抜

Graduate School of Human and Socio-Environmental Studies
（Master's Level Section），Kanazawa University


